
吐
蕃
佛
教
の
史
料
に
つ
い
て

佐
　
　
　
藤
　
　
　
　
　
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
あ
り
、
解
決
で
き
な
い
問
題
が
多
く
後
に
残
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
問
題
と
い
う
の
は
先
す
第
｝
に
王
名
、
年
代
の
不
U
致
で
あ

　
　
　
ヂ
ベ
ッ
ト
に
佛
教
の
基
礎
が
確
立
さ
れ
た
の
は
所
謂
吐
蕃
の
時
代
　
　
る
。
プ
ト
ン
佛
教
史
9
曾
8
0
q
讐
o
げ
o
ω
骨
9
§
の
王
名
、
年
代

　
　
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
か
ら
し
て
文
化
史
上
か
ら
も
佛
敬
史
上
か
ら
　
　
は
奮
唐
書
・
薪
唐
書
な
ど
の
記
述
と
は
大
髄
の
一
致
は
あ
っ
て
も
荷

　
　
も
吐
蕃
の
佛
教
は
考
察
の
封
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
　
　
精
確
な
樹
比
は
成
功
し
な
い
。
テ
プ
テ
ル
ゴ
．
ン
ポ
紆
び
α
q
け
①
↓
ω
ロ
。
β
　
一

　
　
從
來
そ
の
史
料
は
必
す
し
も
期
待
し
得
る
よ
う
な
條
件
の
も
の
は
存
　
　
b
o
の
場
合
は
王
名
は
や
は
り
同
様
の
不
｝
致
性
が
あ
る
が
、
年
代
　
4
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
在
し
な
か
っ
た
。
　
一
般
に
チ
ョ
ー
マ
　
b
δ
麟
9
0
昌
Ω
o
厭
O
ω
o
ヨ
9
α
o
　
　
ば
割
合
に
｝
致
す
る
。
し
か
し
こ
れ
は
實
は
中
國
丈
献
を
史
料
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
囚
曾
α
ω
以
來
吐
蕃
佛
敏
史
を
扱
う
場
合
、
　
そ
の
材
料
と
し
た
。
も
の
　
　
て
い
る
た
め
で
あ
る
こ
と
は
私
が
嘗
て
指
摘
し
た
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
は
チ
ベ
ッ
ト
傳
來
の
佛
教
史
o
げ
o
の
骨
ぴ
矯
¢
》
の
類
鳩
、
ロ
ッ
ク
ヒ
　
　
　
第
二
の
問
題
は
、
チ
ベ
ッ
ト
史
料
は
チ
ョ
エ
ジ
ュ
ン
o
げ
o
均
ロ
菩
《
ロ
ロ

　
　
ル
ミ
゜
朝
゜
幻
o
o
匿
＝
な
ど
に
至
っ
て
は
じ
め
て
泌
れ
を
申
國
史
　
　
（
教
法
源
流
）
の
名
の
示
す
ゼ
と
く
佛
教
史
的
記
述
に
満
ち
て
い
る
が

　
　
料
と
封
照
し
て
梢
々
客
観
的
な
吐
蕃
佛
教
史
が
構
成
さ
れ
た
の
で
あ
　
　
そ
の
記
述
に
封
慮
す
る
直
接
叉
は
間
接
の
史
實
が
申
國
史
料
そ
の
他

　
　
る
訥
バ
ッ
シ
ェ
ル
ψ
♂
く
゜
じ
ご
信
の
げ
6
置
が
奮
唐
書
吐
蕃
傳
φ
翻
諜
」
を
　
　
に
一
向
に
現
れ
て
こ
な
い
た
め
に
翼
實
性
が
疑
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
獲
表
し
て
か
銚
、
こ
の
申
國
皮
料
を
利
用
す
る
方
法
は
接
ま
り
日
本
　
　
　
第
三
に
チ
ベ
ッ
ト
丈
献
に
は
奇
蹟
の
記
述
が
多
い
。

　
　
で
も
從
來
こ
の
方
法
に
從
っ
て
吐
蕃
佛
教
史
を
考
え
て
き
た
。
し
か
　
　
　
第
四
に
チ
ペ
ッ
ト
文
献
は
プ
ト
ン
が
十
三
世
紀
、
テ
ブ
ゴ
ン
が
十

鋤
　
し
そ
の
チ
ベ
ッ
ト
、
中
國
の
史
料
の
間
に
は
不
一
致
な
瓢
が
少
か
ら
．
　
五
世
紀
と
い
う
風
に
後
世
に
著
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
吐
蕃
時
代

野



．
蹴@
と
は
時
代
的
に
か
な
り
離
れ
て
お
り
、
原
史
料
が
如
何
な
る
程
度
用
　
　
イ
ェ
寺
院
の
碑
交
並
に
鐘
銘
、
カ
ル
チ
ュ
ン
寺
院
の
碑
丈
な
ど
の
原

　
　
　
い
ら
れ
た
か
が
疑
わ
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
な
ら
び
に
麟
繹
を
紹
介
し
、
就
中
サ
ム
イ
ェ
、
カ
ル
チ
ュ
ン
爾
．
碑

　
　
　
こ
れ
ら
の
黙
よ
り
し
て
チ
ベ
ッ
ト
文
献
は
吐
蕃
時
代
の
佛
教
を
正
　
　
交
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
封
慮
す
る
パ
ー
ボ
ツ
ラ
レ
ン
ワ
α
や
昌
び
o

　
　
確
に
傳
え
て
は
い
す
、
恐
ら
く
後
世
に
傳
承
と
し
て
再
構
成
さ
れ
た
　
　
α
q
房
億
σ
q
貯
α
q
や
ぼ
O
跡
ぴ
9
の
佛
教
史
O
げ
O
の
骨
び
矯
鑑
静
の
う
ち
に
含

　
　
も
の
を
そ
の
ま
蕊
と
り
入
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
傳
承
と
　
　
ま
れ
た
當
時
の
勅
令
を
、
や
は
リ
ロ
ー
マ
字
輻
爲
な
ら
び
に
翻
課
を

　
　
し
て
、
或
は
佛
教
文
學
の
一
種
と
し
て
は
扱
え
る
が
、
少
く
と
も
史
　
　
附
し
て
出
版
し
た
。

　
　
的
事
實
を
述
べ
た
歴
史
の
書
と
し
て
は
利
用
す
る
こ
と
は
危
瞼
な
の
　
　
　
゜
弓
げ
o
↓
o
ヨ
び
ω
o
囲
導
o
↓
浮
o
鼠
5
国
ぎ
o
q
ω
（
ω
o
ユ
o
O
ユ
①
昌
・

　
　
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
が
最
近
ま
で
チ
ベ
ッ
ト
文
献
　
　
　
「
　
貯
冨
国
o
ヨ
9
回
）
幻
o
§
9
δ
・
H
O
窃
O
（
以
下
略
稔
霞
）

　
　
の
記
述
に
つ
い
て
も
た
れ
、
そ
の
信
愚
性
が
疑
わ
れ
て
い
た
理
由
で
　
　
　
一
方
イ
ギ
リ
ス
の
9
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
氏
国
゜
国
゜
履
o
げ
9
a
ω
o
昌
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
，
あ
う
た
の
で
あ
る
。
若
し
こ
の
ま
ま
で
推
移
す
れ
ば
吐
蕃
佛
教
史
の
　
　
殆
ど
ト
ゥ
ッ
チ
氏
と
同
時
に
チ
ベ
ッ
ト
と
在
り
、
唐
蕃
會
盟
碑
、
ポ
　
5
0

　
　
構
成
な
ど
と
い
う
問
題
は
恐
ら
ぐ
は
牟
信
牛
疑
の
不
安
定
な
條
件
下
　
　
タ
ラ
碑
文
、
シ
ャ
イ
ラ
カ
ン
碑
文
を
調
査
し
た
が
、
こ
れ
も
原
文
な
　
　
【

　
　
に
お
か
れ
た
ま
蕊
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
最
近
ヨ
ー
　
　
ら
び
に
醗
課
を
付
し
て
前
二
者
は
一
冊
の
輩
行
本
と
し
て
出
版
し
、

　
　
ロ
ッ
パ
の
學
者
た
ち
に
よ
り
吐
蕃
時
代
の
石
碑
が
新
に
績
々
と
チ
ベ
　
　
後
者
は
雑
誌
に
掲
載
し
た
。

　
　
ッ
ト
に
獲
見
さ
れ
、
そ
の
碑
文
の
判
讃
は
こ
れ
ら
の
チ
ベ
ッ
ト
文
献
　
　
　
　
》
昌
o
δ
5
け
国
凶
ω
8
『
皆
鉱
国
島
9
ω
9
0
再
目
び
9
δ
ω
9
9
2
昌
α
導
o
］
≦
二

　
　
の
確
實
性
を
謹
明
す
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
　
°
　
－
　
，
　
．
　
　
　
　
↓
ω
仁
昌
σ
q
＼
国
げ
昌
σ
e
房
醒
σ
q
達
o
び
触
冨
9
昌
↓
厭
o
讐
矯
o
断
》
°
∪
°

　
　
　
先
す
イ
タ
リ
ー
の
ト
ゥ
ッ
チ
氏
O
旨
ω
o
b
℃
o
↓
二
〇
9
の
唱
九
四
　
　
　
　
◎
。
b
。
H
あ
b
。
b
。
時
O
§
聾
O
国
ω
o
鼠
噂
自
O
昌
9
ド
冨
ω
国
・
H
8
山
O
P

　
　
八
年
の
チ
ベ
ッ
ト
探
瞼
で
あ
る
が
、
氏
は
こ
の
時
調
査
し
た
チ
ョ
ン
　
　
　
　
H
㊤
紹
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∴

　
　
ギ
ェ
言
ξ
。
・
h
。
・
矯
9
ω
に
存
在
す
る
吐
蕃
王
チ
デ
ソ
ン
ツ
」
エ
ン
の
　
暮
。
§
蹉
。
量
8
ω
9
§
9
・
含
欝
宍
葺
寂
ρ

　
　
陵
墓
の
側
の
碑
丈
、
ツ
ル
プ
巨
・
巨
触
嘗
¢
所
在
の
碑
文
、
サ
ム
　
　
守
詳
。
。
卸
ト
H
。
舞
聞
聾
類
b
。
』
°
q
°
。
°



　
　
　
又
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
バ
コ
ー
胴
ゆ
蝕
o
o
∬
　
ト
ゥ
サ
ン
　
O
ゴ
・
　
藷
唐
書
吐
蕃
傳
、
冊
府
元
墾
な
ど
は
何
等
こ
れ
ら
に
つ
い
て
記
す
と

　
　
↓
o
⊆
ω
ω
9
。
ぎ
什
爾
氏
が
英
國
の
ト
ー
マ
ス
氏
国
゜
芝
り
↓
ゴ
o
旨
9
ω
の
参
　
　
こ
ろ
は
な
い
。
た
貸
慧
超
往
五
天
竺
國
傳
に
は
大
勃
律
國
、
楊
同
國
、

　
　
加
を
得
て
莚
豊
の
チ
ベ
・
麦
「
吐
葦
代
記
」
そ
の
他
を
轄
娑
播
畿
を
述
べ
た
條
㌦
　
　
　
、

　
　
爲
な
ら
び
に
翻
課
を
付
し
て
刊
行
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
是
巳
東
吐
蕃
、
総
無
寺
舎
、
不
識
佛
法
。

　
　
　
　
U
o
o
⊆
ヨ
o
昌
＄
伽
①
↓
o
信
o
昌
国
o
虞
彗
σ
q
同
o
冨
怠
凌
9
一
．
窪
ω
8
騨
o
　
　
と
記
し
て
お
り
、
反
て
吐
蕃
に
寺
舎
も
佛
法
も
な
い
こ
と
を
言
っ
て

　
　
　
　
α
二
↓
ま
①
計
勺
9
δ
ユ
の
矯
H
潔
9
1
H
㊤
＆
°
（
以
下
略
樗
∪
臼
山
）
　
　
　
い
る
。
と
こ
ろ
、
で
敦
焼
出
土
の
チ
ベ
ッ
ト
文
の
中
に
は
「
チ
ベ
ッ
ト

　
　
　
も
と
く
チ
ベ
ッ
ト
丈
献
と
中
國
史
料
と
の
乖
離
の
問
題
は
敦
焼
　
　
國
に
起
り
た
る
善
知
識
弁
9
。
信
節
づ
9
⊃
ヨ
津
話
の
系
統
と
名
號
に
つ
い

　
　
か
ら
出
た
同
時
代
的
な
チ
ベ
ッ
ト
文
古
文
書
、
な
ら
び
に
唐
蕃
會
盟
　
　
て
」
記
し
た
も
の
が
あ
り
、
「
サ
ム
イ
ェ
び
の
9
ヨ
団
9
。
ω
と
ト
ゥ
ル
ナ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
碑
な
ど
で
若
干
の
顯
に
つ
い
て
は
か
な
り
具
艦
的
な
解
決
を
見
た
。
　
　
ン
督
巳
ω
診
9
ロ
の
善
知
識
」
と
読
明
し
て
い
る
。
サ
ム
イ
ェ
と
　
　

　
　
し
か
し
伺
多
く
の
部
分
に
お
い
て
不
｝
致
な
黙
は
免
れ
な
か
っ
た
の
　
　
ト
ゥ
ル
ナ
ン
が
、
敦
煙
丈
書
の
書
か
れ
た
年
代
晩
唐
よ
り
推
し
て
當
　
5
1

　
　
で
あ
る
・
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
の
新
史
料
の
紹
介
に
よ
つ
て
歴
史
上
の
時
存
在
し
た
こ
と
塗
，
慮
豫
想
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
壼
ハ
的
佛
教
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
諸
問
題
が
相
當
程
度
ま
で
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
殊
に
碑
文
　
　
史
書
で
あ
る
プ
ト
ン
の
佛
教
史
（
以
下
略
構
し
d
日
）
を
見
る
と
、
．
當

　
　
及
び
鐘
銘
は
全
く
同
時
代
的
と
考
え
ら
れ
る
黙
に
お
い
て
史
料
的
慣
　
　
時
實
に
多
く
の
寺
院
が
建
立
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
表
に

　
　
係
は
絶
大
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
焚
表
さ
れ
た
全
文
を
こ
瓦
に
　
　
し
て
示
す
と
、

　
　
・
再
槍
討
す
る
必
要
は
な
い
と
思
う
の
で
佛
教
史
上
若
干
の
重
要
な
黙
　
　
　
1
．
ソ
ン
ツ
ェ
ン
ガ
ン
ポ
ω
厭
o
ひ
馨
の
碧
ω
o
q
g
o
日
唱
o
時
代
Q
肖
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
に
つ
い
て
の
み
私
な
り
の
見
解
を
述
べ
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
b
◎
幽
ぴ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
a
　
ガ
ツ
ェ
ル
　
路
曽
毎
げ
亀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b
　
タ
ル
グ
　
犀
げ
『
9
0
¢
ぴ
同
口
α
Q

謝
　
　
先
す
第
一
に
寺
院
の
建
立
に
つ
い
て
璽
あ
る
。
澱
文
史
料
即
ち
薪
　
　
　
　
c
　
ヅ
ァ
ン
ラ
ム
　
◎
e
宏
9
ロ
耀
o
q
域
聾
，



鵬
゜
．
d
・
ン
．
ヘ
ギ
ャ
ン
α
・
触
。
日
蜜
械
窪
ひ
　
　
，
　
・
　
p
ダ
ル
プ
ル
魯
触
g
g
騰

　
　
　
　
　
　
e
　
コ
ン
ボ
ブ
チ
ュ
　
犀
o
ロ
℃
o
げ
億
9
嘗
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q
　
カ
ル
ク
グ
　
讐
厭
犀
9
σ
q

　
　
　
　
　
　
f
ロ
タ
グ
コ
ム
テ
ィ
ン
臣
o
び
畦
9
0
0
q
屏
財
o
ヨ
け
ぼ
ロ
（
6
切
6
　
　
　
　
r
　
ド
マ
ン
リ
ン
チ
ュ
チ
ヅ
ェ
日
α
o
ω
］
B
9
◎
口
（
田
゜
m
ヨ
9
0
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
已
藍
け
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濠
o
冨
犀
冨
一
聴
駐
o
　
　
　
　
　
・
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
9
　
カ
ダ
グ
　
路
9
び
融
9
σ
q
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S
　
ラ
グ
マ
層
ル
の
カ
チ
ュ
シ
ャ
ル
ゴ
　
び
N
9
σ
q
似
】
B
”
厭
山
μ
爵
”

　
　

@
　@
　?
宴
h
，
ム
ヅ
ェ
鷲
9
魯
旨
基
。
　
　
　
　
「
　
　
（
臼
切
゜
ω
σ
q
9
δ
）
9
茸
碧
゜
・
°
・
。

　
　

@
　
@
　堰
@
ジ
ャ
ン
ツ
ル
の
ル
ン
ノ
ン
　
び
矯
櫛
妙
け
ω
げ
巳
（
臼
し
6
・
寵
げ
巴
）
　
　
　
　
t
　
・
ハ
ン
タ
ン
カ
メ
　
ぜ
も
9
ン
け
ド
ひ
犀
9
ヨ
O
似
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
α
q
矯
回
擁
ぼ
》
σ
q
昌
O
嶺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
國
　
　
　
　
　
U
　
カ
チ
ュ
ワ
ン
チ
ュ
ン
　
犀
効
O
冨
ぴ
碧
（
↓
切
”
娼
鋤
口
）

　
　
　
　
　
　
・
」
　
カ
ム
の
デ
ン
ロ
ン
タ
ン
ロ
ェ
ル
マ
　
窪
9
§
の
ぼ
一
耐
壁
ロ
　
　
ゴ
　
　
　
0
9
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ
q
一
〇
》
（
ヨ
゜
置
O
口
）
け
ザ
9
》
ω
暇
O
一
（
A
門
切
ω
α
q
擁
O
”
〉
匿
9
　
　
　
　
　
　
V
　
　
ラ
グ
マ
ル
リ
ン
サ
ン
　
　
ぴ
彗
9
0
q
魁
§
鋤
村
樹
α
q
鉱
跡
9
鋤
訪
　
　
　
　
翻
「

　
　
@
　@
　泣
}
ン
ユ
ル
の
ジ
ャ
ム
リ
ン
目
9
篭
畜
ヨ
゜
・
ω
や
量
　
　
、
（
舅
菩
旨
9
琶
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
旦
　
モ
ン
ユ
ル
の
ブ
ム
タ
ン
パ
ロ
ギ
ェ
ル
チ
ュ
　
§
6
口
矯
¢
ド
　
　
　
霊
．
チ
ソ
ン
デ
ツ
、
エ
ン
　
閑
げ
工
の
触
o
渉
崔
o
び
富
軸
5
時
代
（
切
弓
゜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
旨
夢
g
の
冨
σ
。
δ
の
尊
窪
畠
⊆
　
　
　
　
，
　
　
．
・
μ
b
。
3

　
　

@
　@
　@
m
　
ラ
サ
ト
ゥ
ル
ナ
ン
　
嬬
9
ω
勢
劇
娼
ぼ
巳
の
昌
9
0
静
　
　
　
．
　
　
，
　
W
　
サ
ム
イ
ェ
　
び
ω
凶
ヨ
嘱
9
畠
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
n
　
ラ
モ
チ
ェ
　
量
巳
o
o
げ
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W
．
チ
デ
ツ
ェ
ン
犀
ぼ
＝
ユ
⑦
馨
馨
時
代
（
切
臼
・
お
O
”
）

　
　
　
　
　
亜
．
チ
デ
ツ
ク
ツ
ェ
ン
　
窪
ユ
崔
O
σ
q
房
⊆
σ
q
馨
ω
碧
時
代
　
　
　
　
　
　
　
X
＼
カ
ル
チ
ュ
ン
ギ
ェ
ル
デ
　
欝
母
o
げ
q
貸
同
電
9
。
一
（
日
切
゜

　
　
　
　
　
　
　
　
㊧
↓
」
b
。
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
蝿
電
”
）
巴
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∴

　
　
　
　
　
　
6
　
チ
ム
プ
の
ナ
ム
セ
ル
　
邑
［
9
一
§
の
讐
藏
曽
9
§
q
o
類
包
　
　
・
　
プ
ト
ン
は
こ
れ
ら
の
寺
院
の
建
立
に
關
し
て
詳
細
な
因
縁
を
述
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
］
W
°
の
腎
N
一
）
　
　
　
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
て
い
る
が
、
中
に
は
傳
承
め
い
た
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
信
懸
性



　
　
が
如
何
な
る
程
度
の
も
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
カ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
　
チ
ュ
ン
碑
丈
に
よ
る
と
（
昌
丙
゜
唱
゜
H
9
）
、

　
　
　
化
身
せ
る
挿
賛
普
、
組
チ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
犀
げ
誌
盟
δ
》
び
旨
ω
彗
の
　
，
　
カ
ル
チ
ュ
ン
寺
院
は
ト
ゥ
ッ
チ
氏
に
よ
れ
ば
ラ
サ
よ
り
ニ
マ
イ
ル

　
　
　
御
代
に
世
奪
の
法
を
行
じ
、
ラ
サ
の
伽
藍
茜
ω
9
。
奮
α
q
器
信
σ
q
冨
α
q
　
　
程
離
れ
、
。
キ
チ
ュ
河
青
崔
o
冨
の
南
岸
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で

　
　
　
犀
げ
9
。
ひ
な
ど
建
て
Σ
三
寳
の
礎
を
お
き
、
阻
チ
ド
ゥ
ソ
ン
犀
冨
一
　
　
現
在
は
慶
滅
し
、
ラ
マ
ガ
ン
菊
弩
罐
9
昌
の
村
に
四
個
の
大
法
塔

　
　
　
琶
信
ω
珍
o
訪
の
御
代
に
は
リ
ン
ギ
チ
ヅ
ェ
α
q
一
写
σ
q
一
犀
貯
一
擁
富
o
　
　
旨
o
財
＆
暮
o
昌
が
淺
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
（
舅
も
』
O
）
。
カ

　
　
　
な
ど
に
伽
藍
を
建
て
、
三
寳
の
礎
を
お
き
た
り
。
叉
阻
チ
デ
ツ
グ
　
　
ル
チ
ュ
ン
碑
文
は
こ
瓦
に
畿
見
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
、
碑

　
　
　
ツ
ェ
ン
醤
冨
＝
α
o
α
q
霰
偉
o
q
再
房
9
旨
の
御
代
に
は
ラ
グ
マ
ル
の
　
　
文
の
胃
頭
に
（
昌
丙
゜
喝
゜
H
9
）
、

　
　
　
カ
ツ
び
§
o
q
目
霞
尊
μ
犀
ミ
9
＄
戴
と
チ
ン
プ
ヨ
6
ぼ
ひ
娼
げ
儒
　
　
　
化
身
せ
る
神
賛
普
チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
の
御
代
に
正
法
を
永
遠
に
確
　
　
一

　
　
　
に
伽
藍
を
建
て
、
三
寳
の
礎
を
お
き
た
蜘
。
父
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
　
　
　
立
す
る
た
め
勅
を
増
し
加
う
る
も
の
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
留

　
　
@
昏
醇
゜
三
9
び
§
二
御
代
に
は
ラ
ζ
ル
の
サ
ム
イ
ェ
と
あ
る
ご
と
く
・
ソ
ン
ツ
ェ
ン
ガ
ン
ポ
ポ
チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
垂
一

　
　
　
ぴ
円
9
。
σ
q
塁
厭
電
一
ぴ
ω
9
ヨ
矯
9
。
ω
な
ど
中
央
及
び
地
方
に
伽
藍
を
建
　
　
る
ま
で
の
各
代
の
王
が
佛
法
の
弘
通
に
努
力
し
て
來
た
が
、
偵
分
の

　
　
　
て
三
寳
の
礎
を
お
き
た
り
。
紳
賛
普
チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
犀
ぼ
＝
α
¢
　
　
代
の
前
牛
に
は
届
時
反
佛
的
傾
向
が
強
く
な
っ
た
、
し
か
し
今
は
再

　
　
　
ω
触
o
口
び
誹
ω
9
口
の
御
代
に
は
叉
カ
ル
チ
ュ
ン
路
9
。
腎
o
ぎ
口
の
伽
　
　
び
佛
法
を
奉
す
ぺ
き
で
あ
る
と
確
僧
し
、
そ
の
誓
を
群
臣
と
と
も
に

　
　
　
藍
な
ど
建
て
Σ
三
寳
の
礎
を
お
き
た
り
。
　
　
　
　
　
　
　
述
　
　
な
す
と
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
ト
》
ヅ
チ
氏
の
紹
介
し
た
爲
眞
に
よ

　
　
と
あ
っ
て
チ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
印
ち
ソ
ン
ツ
ェ
ン
ガ
ン
ポ
よ
り
つ
Ψ
い
て
　
　
る
と
（
舅
・
娼
・
鰹
”
国
α
q
・
膳
）
そ
の
字
睦
、
交
章
な
ら
び
に
碑
面

　
　
各
代
の
賛
普
が
有
名
な
寺
院
を
建
立
し
て
い
る
。
こ
の
碑
文
の
検
討
　
　
の
風
化
の
感
じ
か
ら
し
て
殆
ど
こ
れ
が
同
時
代
の
も
の
で
あ
る
事
は

　
　
に
入
る
前
に
カ
ル
チ
ュ
ン
碑
文
、
サ
ム
イ
ェ
碑
文
に
つ
い
て
若
干
記
　
　
何
人
も
異
存
が
な
い
と
思
う
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
に
樹
慮
す
る
交
章
が

説
　
し
て
お
こ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
パ
ー
ボ
ツ
ラ
レ
ン
ワ
昏
唱
P
β
び
O
α
q
酔
ω
信
9
q
宣
σ
q
や
げ
厭
σ
詳
び
9
の
佛
教



0
0
@
史
d
9
畠
゜
目
b
っ
◎
◎
び
）
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
（
舅
・
や
H
2
）
。
　
ヵ
　
　
と
云
う
（
日
日
囚
゜
娼
゜
ら
Q
Q
）
。
碑
文
の
内
容
は
佛
法
を
行
持
し
、
必
要

4　
　
ル
チ
ュ
ン
寺
貌
創
立
の
際
の
チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
の
詔
勅
（
以
下
略
構
　
　
な
物
品
を
こ
れ
ら
の
寺
院
に
給
す
る
こ
と
を
各
代
の
王
と
も
必
す
實

　
　
カ
ル
チ
ェ
ン
詔
勅
）
と
構
す
る
も
の
で
、
こ
れ
を
碑
丈
と
比
較
す
る
　
　
行
す
べ
き
を
賛
普
父
子
、
君
臣
と
も
に
誓
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
と
前
牛
は
大
意
は
同
じ
で
あ
る
が
詔
勅
の
方
が
碑
丈
よ
り
丈
章
と
し
　
　
　
こ
の
碑
交
に
は
建
立
し
た
賛
普
の
名
が
全
く
現
れ
て
い
な
い
の
で
甚

　
　
て
は
詳
し
く
、
中
段
は
碑
文
の
ド
ト
。
O
よ
り
一
・
α
O
ま
で
と
殆
ど
同
　
　
だ
奇
妙
な
感
じ
を
與
え
る
が
、
そ
れ
は
兎
も
角
ト
ゥ
ッ
チ
氏
の
爲
眞

　
　
一
、
後
段
は
碑
文
に
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
當
時
こ
の
誓
に
　
　
に
よ
り
文
睦
、
字
形
、
風
化
の
程
度
な
ど
を
判
断
す
れ
ば
、
こ
の
碑

　
　
署
名
し
た
廷
臣
た
ち
の
名
を
多
く
つ
ら
ね
て
い
る
（
昌
囚
も
゜
H
8
）
。
　
が
同
時
代
的
な
史
料
で
あ
る
こ
と
は
や
は
り
疑
い
得
な
い
も
の
が
あ

　
　
詔
勅
と
一
致
し
な
い
碑
文
の
一
゜
α
μ
以
下
は
サ
ム
イ
ェ
碑
文
の
ド
リ
　
　
る
（
冒
国
・
や
薩
℃
国
α
q
・
ω
）
。
　
ト
ゥ
ッ
チ
氏
は
こ
の
碑
丈
に
封
懸

　
　
以
下
隻
と
殆
ど
同
苓
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
．
↑
ボ
ツ
ラ
レ
ン
ワ
す
る
も
の
と
し
て
、
．
↑
ボ
ツ
．
ブ
レ
ン
ワ
の
佛
贅
（
す
霧
び
・
［

　
　
の
佛
教
史
が
＋
六
世
紀
の
著
作
で
あ
る
に
か
瓦
わ
ら
す
、
そ
の
内
容
　
　
一
9
。
・
昌
0
9
）
に
見
え
る
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
の
二
つ
の
詔
勅
を
學
げ
て
　
5
4

　
　
が
古
い
材
料
を
割
合
に
忠
實
な
形
で
含
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
・
そ
い
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
の
史
料
的
債
値
が
相
當
高
い
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
第
U
の
詔
勅
（
以
下
略
構
第
一
詔
勅
）
は
佛
法
を
信
ぜ
ざ
る
べ
か

　
　
　
第
二
に
サ
ム
イ
ェ
碑
丈
で
あ
る
が
、
サ
ム
イ
ェ
は
ラ
サ
の
南
方
ツ
　
　
ら
ざ
る
所
以
を
述
べ
、
父
組
の
代
よ
り
佛
法
が
行
持
せ
ら
れ
寺
院
が
「

　
　
ア
ン
ポ
河
σ
q
房
9
。
ロ
や
o
の
流
域
に
あ
る
有
名
な
寺
院
で
、
曾
て
チ
ソ
　
　
建
て
ら
れ
て
あ
り
、
こ
、
に
サ
ム
イ
ェ
寺
院
を
建
立
奉
持
す
る
こ
と

　
　
ン
ヂ
ツ
ェ
ン
の
時
代
に
パ
ド
マ
サ
ン
バ
ワ
澗
巴
§
鋤
ω
彗
び
冨
く
9
　
　
を
我
等
賛
普
父
子
た
ち
も
誓
う
と
い
う
竜
の
で
、
末
尾
に
副
本
を
十

　
　
（
岳
び
゜
冨
α
旨
9
菩
団
9
α
q
§
ω
）
の
渤
め
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
　
　
三
作
り
各
庭
の
宮
殿
、
寺
院
な
ど
に
お
く
こ
と
を
述
べ
、
こ
の
誓
に

　
　
と
言
わ
れ
て
い
る
。
事
の
次
第
は
プ
ト
ン
佛
教
史
な
ど
に
も
見
え
、
　
・
從
っ
た
王
大
臣
以
下
の
名
を
籔
多
く
つ
ら
ね
て
い
る
。
内
容
的
に
言

　
　
肚
麗
な
伽
藍
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
こ
れ
は
火
災
で
消
失
し
、
創
　
　
え
ば
こ
の
詔
勅
は
文
章
上
か
ら
は
サ
ム
イ
ェ
碑
文
に
近
い
も
の
を
持

　
　
設
以
來
の
も
の
は
ト
ゥ
ッ
チ
氏
に
よ
れ
ば
石
碑
と
梵
鐘
の
み
で
あ
る
　
　
っ
て
い
る
が
、
碑
交
の
短
文
な
の
に
比
較
す
れ
ば
約
三
倍
の
長
さ
の



　
　
も
の
に
な
っ
て
，
い
る
。
碑
文
と
詔
勅
と
の
關
係
は
ト
ゥ
ッ
チ
氏
の
記
　
　
こ
と
を
王
大
臣
た
ち
が
誓
う
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

　
　
述
に
お
い
て
も
推
測
的
で
甚
だ
曖
昧
で
あ
る
が
、
事
實
い
き
な
り
爾
　
　
冒
頭
に
（
自
国
゜
O
°
O
◎
◎
）
、

　
　
者
を
關
係
づ
け
る
こ
と
は
少
し
く
困
難
な
よ
う
で
あ
る
。
た
野
臆
測
　
　
　
賛
普
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
の
御
代
に
法
の
生
じ
た
る
年
代
を
記
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
　
的
で
は
あ
る
が
、
こ
の
詔
勅
の
最
初
の
部
分
に
（
藁
ら
・
O
α
）
、
　
　
　
る
丈
書
の
射
と
し
て
お
か
れ
た
る
も
の
、
ラ
メ
ン
b
芹
櫛
§
矯
o
ロ

　
　
　
賛
普
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
の
御
代
に
サ
ム
イ
ェ
ル
ン
ギ
ル
プ
パ
　
　
　
に
よ
り
て
書
か
れ
金
の
小
箱
に
容
れ
て
ペ
ル
サ
ム
イ
ェ
α
弓
9
。
一

　
　
　
σ
器
§
嘱
9
0
ω
一
ぼ
5
σ
q
覧
ω
α
q
霊
σ
弓
9
0
の
伽
藍
の
寳
庫
に
お
か
れ
　
　
　
ぴ
ω
9
］
3
団
9
ω
の
寳
庫
に
お
か
れ
た
る
も
の
に
型
゜
を
と
り
て
書
か
れ

　
　
・
た
る
、
紺
紙
に
金
泥
を
も
て
記
し
て
金
の
小
箱
に
容
れ
た
る
勅
令
　
　
　
た
る
も
の
な
り
。

　
　
　
の
文
書
よ
り
型
を
と
り
て
書
か
れ
た
る
も
の
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
あ
っ
て
本
來
の
詔
勅
そ
の
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し

　
　
と
の
読
明
が
あ
り
、
末
尾
に
（
昌
囚
゜
や
O
刈
）
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
容
的
に
見
て
そ
の
文
章
の
古
禮
性
は
こ
の
詔
勅
が
原
文
か
ら
離
れ
　
　
一

　
　
　
教
法
の
チ
ベ
ッ
ト
國
に
、
前
後
如
何
よ
ケ
に
生
じ
た
る
か
の
読
を
　
　
た
も
の
と
の
考
え
を
妨
げ
る
。
恐
ら
く
か
な
り
忠
實
に
當
時
の
詔
勅
　
5
5

　
　
　
記
し
た
る
書
と
共
に
お
か
れ
た
る
も
の
・
ラ
ン
テ
・
9
孟
の
を
爲
し
奄
の
と
見
な
す
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
こ
の
こ
と
は
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
シ
ュ
リ
ラ
ヴ
ァ
ル
マ
9
＝
9
〈
β
。
触
目
9
。
に
よ
り
て
．
書
か
れ
た
り
。
　
　
一
詔
勅
の
場
合
に
も
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
と
あ
る
の
を
見
る
と
、
こ
の
詔
勅
は
そ
の
ま
蕊
原
詔
勅
が
爲
さ
れ
た
　
　
　
こ
れ
ら
の
信
頼
す
べ
き
諸
史
料
を
材
料
に
し
て
再
び
プ
ト
ン
佛
教

　
　
も
の
で
な
く
、
一
度
人
の
手
を
経
て
い
る
こ
と
が
思
わ
れ
る
。
叉
一
　
　
史
に
記
さ
れ
た
寺
院
名
の
検
討
に
返
ろ
う
。

　
　

緖
｣
も
詔
勅
そ
の
ま
・
で
象
く
て
や
は
り
詔
勅
を
蒙
化
凄
　
　
　
四
　
　
　
．
　
　
p

　
　
文
章
に
せ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
第
二
の
詔
勅
（
以
下
略
構
第
二
詔
勅
）
は
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
が
父
　
　
　
先
ナ
a
I
m
の
諸
寺
院
に
つ
い
て
壁
あ
る
。
こ
れ
に
關
し
て
は
プ

　
　
王
チ
ツ
ク
デ
ツ
ェ
ン
の
時
代
の
末
期
に
反
佛
の
傾
向
が
あ
っ
た
が
、
　
　
ト
ン
佛
教
史
（
日
b
o
G
◎
び
ー
H
漣
9
0
）
に
ソ
ン
ツ
ェ
ン
王
の
時
代
の
こ
と

　

4
0
@
種
々
の
災
害
が
起
っ
た
の
で
一
再
び
父
組
以
來
の
佛
教
を
奉
持
す
る
　
　
と
し
て
、



⑫
　
　
ネ
パ
ー
ル
の
王
オ
ェ
セ
ル
ゴ
チ
ャ
骨
o
伍
凶
o
触
o
亀
o
o
匿
（
o
陰
算
゜
　
　
　
藍
ラ
サ
ト
ゥ
ル
ナ
ン
壕
9
｝
ω
帥
β
や
ぎ
一
ω
β
9
》
を
螢
め
り
。
然
る

4
　
　
　
9
。
ヨ
心
⊆
〈
9
コ
目
9
。
β
）
の
王
女
べ
ー
モ
チ
ツ
ン
ぴ
巴
ヨ
o
犀
匿
馨
ω
q
旨
　
　
　
に
突
如
北
方
の
建
築
用
具
を
お
き
た
る
所
よ
り
、
ひ
と
り
で
に
十

　
　
　
を
宮
居
に
迎
え
て
は
不
動
、
金
剛
、
栴
陀
多
羅
な
ど
を
迎
請
し
、
　
　
　
一
面
観
音
現
れ
閏
で
た
る
を
も
っ
て
、
（
王
は
）
こ
エ
に
佳
せ
ん
こ

　
　
　
シ
ナ
の
王
セ
ン
ゲ
ツ
ェ
ン
ポ
ω
o
口
o
q
o
び
け
の
き
弓
o
の
王
女
ギ
ャ
　
　
　
と
を
請
い
願
へ
り
。

　
　
　
モ
コ
ン
ジ
ョ
民
σ
q
旨
露
o
犀
9
8
を
迎
え
て
は
、
彼
女
に
よ
り
　
　
多
少
傳
読
め
く
が
a
i
m
の
諸
寺
院
が
如
何
に
し
て
建
立
さ
れ
た
か

　
　
　
ト
ゥ
ル
ナ
ン
の
本
奪
迎
請
せ
ら
れ
た
り
。
而
し
て
ヂ
ツ
ン
は
伽
藍
　
　
が
こ
義
に
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
を
建
立
せ
ん
と
欲
し
た
る
為
能
は
す
。
（
王
は
）
チ
ベ
ッ
ト
の
地
は
　
　
　
，
最
初
に
m
ト
ゥ
ル
ナ
ン
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
現
在
ラ
サ
市
の
中
央

　
　
　
精
震
女
の
覆
い
か
ぶ
さ
り
た
る
ご
と
く
あ
り
、
こ
れ
を
璽
え
ざ
る
　
　
に
位
置
す
る
所
謂
ジ
ョ
カ
ン
｝
O
犀
9
ひ
で
、
モ
ン
ゴ
ル
人
は
イ
ェ

　
　
　
ペ
か
ち
ざ
る
を
見
た
ま
い
（
精
露
女
の
）
右
の
肩
に
ガ
ツ
ェ
ル
、
　
　
ヘ
ジ
ョ
驚
。
げ
。
い
。
β
、
中
國
人
は
犬
召
（
寺
）
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
寺
院
　
一

　
　
　
左
の
肩
に
タ
ル
グ
、
右
の
脚
に
ヅ
ァ
ン
ラ
ム
、
左
の
脚
に
ロ
ン
パ
　
　
で
あ
る
。
プ
ト
ン
の
右
の
文
に
お
い
て
は
ト
ゥ
ル
ナ
ン
が
ネ
パ
ー
ル
　
5
6

　
　
　
ギ
ャ
ン
印
ち
四
隅
に
四
伽
藍
右
肱
に
コ
ン
ボ
ブ
チ
ュ
・
左
肱
に
公
主
に
よ
そ
建
立
さ
れ
た
こ
と
は
必
す
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
一

　
　
　
ロ
タ
グ
コ
ム
デ
ィ
ン
、
右
膝
に
カ
ダ
グ
、
左
膝
に
ラ
ド
ゥ
ム
ツ
ェ
　
　
テ
ブ
テ
ル
ゴ
ン
ポ
に
は
ソ
ン
ツ
ヱ
ン
王
の
時
の
こ
と
製
し
て
曾
9
・

　
　
　
と
四
邊
を
墜
え
る
四
伽
藍
を
建
て
た
り
。
又
右
手
掌
に
ジ
ャ
ン
ツ
　
　
b
◎
O
げ
）
、
　
．

　
　
　
ル
の
ル
ン
ノ
ン
、
左
手
掌
に
カ
ム
の
デ
辱
ン
・
ン
タ
ン
ロ
ェ
ル
マ
、
　
　
二
人
の
妃
に
よ
り
て
又
ト
ゥ
ル
ナ
ン
と
ラ
モ
ヂ
ェ
の
伽
藍
建
立
せ

　
　
　
右
足
掌
に
マ
ン
ユ
ル
の
ジ
ャ
ム
リ
ン
、
左
足
掌
に
モ
ン
ユ
ル
の
ブ
　
　
　
ら
れ
た
り
。

　
　
　
ム
タ
ン
パ
ロ
ギ
ェ
ル
チ
ェ
な
ど
伽
藍
多
く
建
立
せ
り
。
　
（
か
く
し
　
　
と
あ
り
、
現
在
チ
ベ
ッ
ト
人
は
や
は
り
こ
の
説
を
信
じ
て
い
る
。
叉

　
　
　
て
）
先
づ
オ
タ
ン
湖
封
o
匪
9
目
酔
珍
o
に
巖
城
を
建
て
、
木
も
　
　
右
の
プ
ト
ン
の
丈
の
は
じ
め
に
ト
ゥ
ル
ナ
ン
の
本
奪
が
ギ
ャ
モ
コ
ン

　
　
　
て
葺
き
、
龍
の
型
に
よ
り
て
漆
喰
を
塗
り
こ
め
た
り
。
山
羊
↓
9
δ
　
　
ジ
ョ
〈
シ
ナ
の
公
主
）
帥
ち
文
成
公
主
に
よ
っ
て
迎
請
せ
ら
れ
た
と

　
　
　
に
よ
り
て
土
ω
鋤
を
運
び
て
地
を
な
ら
し
、
ラ
ザ
守
国
ω
薗
の
伽
　
　
述
べ
、
末
尾
に
十
一
面
観
音
が
ト
ゥ
ル
ナ
ン
に
迎
請
せ
ら
れ
た
と
云



　
　
う
の
は
剛
見
矛
盾
す
る
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
プ
ト
ン
が
前
　
　
や
㊤
◎
。
）
、

　
　
丈
の
少
し
く
後
の
所
に
、
ソ
ン
ツ
ェ
ン
王
の
八
十
二
歳
で
残
し
た
と
　
　
賛
普
の
第
四
の
組
チ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
の
御
代
に
ラ
サ
の
精
舎
購
9
。

　
　
き
の
こ
と
」
し
て
（
H
b
o
α
9
◎
）
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
㊤
毬
弓
O
閃
9
触
を
建
て
世
奪
の
法
を
最
初
に
行
じ
て
よ
り
、

　
　
　
そ
の
時
ゴ
ン
ジ
ョ
（
犀
9
0
0
ヨ
゜
9
6
0
）
の
仰
す
ら
く
、
繹
　
　
と
あ
り
、
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
よ
り
四
代
前
の
ソ
ン
ツ
ェ
ン
王
の
と
き

　
　
　
迦
牟
尼
は
ラ
モ
チ
ェ
ポ
リ
迎
え
て
ト
ウ
ル
ナ
ン
の
露
台
に
蓬
し
ゅ
　
　
に
ラ
サ
の
寺
院
が
建
立
せ
ら
れ
た
こ
と
を
言
っ
て
加
る
。
　
や
。
冨
H

　
　
　
か
し
め
、
門
を
漆
喰
竜
て
閉
し
、
そ
こ
に
文
珠
師
利
を
書
く
べ
し
　
　
に
つ
い
て
は
早
く
ラ
汐
フ
ァ
ー
が
く
魯
母
9
の
チ
ベ
ッ
ト
読
語
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
と
・
か
く
し
で
チ
ツ
ン
と
（
王
と
）
三
人
と
も
に
観
世
音
と
合
禮
　
　
る
と
の
読
を
出
し
た
が
、
ト
ゥ
ヅ
チ
な
ら
び
に
ト
ー
マ
ス
爾
氏
は
チ

　
　
　
し
て
み
ま
か
り
た
ま
い
、
大
臣
た
ち
は
二
つ
の
瀞
髄
を
と
り
か
え
　
　
ベ
ッ
ト
に
導
入
さ
れ
た
外
國
の
挿
の
名
と
考
え
た
。
し
か
し
ト
ゥ
ッ
・

　
　
　
て
仰
せ
の
ご
と
く
な
せ
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
氏
は
こ
の
史
料
を
見
て
や
は
リ
ラ
ウ
フ
ァ
｝
読
が
正
し
い
も
の
と
　
「

難
震
嫉
鷺
難
縫
μ
鎗
塀
難
橘
塑
箋
罷
魂
ナ
沸
鞠
睡
3

　
　
の
本
奪
を
ト
・
ル
ナ
ン
に
書
て
以
來
の
歌
態
を
述
べ
て
奮
、
末
音
匿
・
，
β
9
最
ω
麟
・
・
譲
窪
・
。
妥
墨
げ
て
奮
（
罠
．
燭
．

　
　
尾
の
丈
は
本
來
の
ト
ゥ
ル
ナ
ン
の
本
奪
の
因
縁
を
述
べ
て
い
る
の
で
　
　
8
）
、
　
又
末
尾
に
は
副
本
の
お
か
れ
た
場
所
と
し
て
最
初
に
同
寺
院

　
　
　
　

　
　
あ
錦
・
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
の
名
を
學
げ
て
い
る
（
目
函
や
・
§
。
’
こ
れ
ら
は
チ
ソ
ン
ヂ
ツ
ェ
，

　
　
　
さ
て
そ
こ
で
ト
ゥ
ル
ナ
ン
寺
院
に
關
す
る
記
録
で
あ
る
が
、
渉
ム
　
　
ン
時
代
の
史
料
で
あ
る
か
ら
最
古
の
ト
ゥ
ル
ナ
ン
關
係
の
記
事
と
見

　
　
イ
ェ
碑
丈
起
は
胃
頭
に
（
昌
国
゜
サ
逡
）
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
少
し
く
時
代
が
下
っ
て
チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン

　
　
　
ラ
言
9
・
器
と
ラ
ζ
ル
9
°
・
§
ら
伽
藍
な
ど
三
寳
の
礎
時
代
の
カ
ル
倭
ン
碑
文
に
（
舅
．
や
目
9
）
、

　
　
．
を
建
て
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
の
御
代
に
は
世
奪
の
法
を
行
じ
、
ラ
サ
触
9
の
伽

姻
と
あ
り
、
こ
れ
に
参
照
さ
れ
る
パ
条
の
第
二
詔
勅
に
は
（
昌
国
・
　
藍
な
ど
建
て
三
寳
の
礎
窒
き
、



0
4
@
と
あ
り
、
樹
鷹
す
る
パ
ー
ボ
佛
教
史
の
カ
ル
チ
ュ
ン
詔
勅
に
は
（
↓
　
　
本
史
料
が
量
ω
9
。
と
記
し
て
い
る
の
を
見
る
と
量
舞
な
る
名
繕

4
　
　
↓
国
・
弓
・
H
O
μ
）
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
軍
に
傳
設
的
な
存
在
と
し
て
片
付
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
法
を
）
行
ぜ
ざ
る
は
適
し
か
ら
す
と
最
初
の
組
ソ
ン
ツ
ェ
ン
は
　
　
因
縁
謹
の
眞
否
は
兎
も
角
や
は
り
古
代
に
は
實
在
し
た
名
構
と
し
な

　
　
　
知
り
た
ま
い
て
、
ラ
サ
の
精
舎
島
9
ω
曽
管
α
O
o
げ
9
触
を
建
て
た
　
　
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
前
述
の
カ
ル
チ
ュ
ン
詔
勅
及

　
　
　
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
唐
蕃
會
盟
碑
…
こ
れ
は
詔
勅
を
出
し
た
チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
の
次

　
　
と
あ
る
。
α
b
o
げ
9
0
目
は
勿
論
前
述
の
喝
⑦
犀
母
と
同
じ
で
あ
り
問
　
　
の
賛
普
チ
謬
ク
デ
ツ
ェ
ン
時
代
の
も
の
で
あ
る
ー
に
一
冨
の
9
◎
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
リ

　
　
題
は
な
い
が
、
こ
の
場
合
ラ
サ
は
9
鋸
と
あ
り
、
前
の
諸
史
料
　
あ
る
こ
と
臨
、
當
時
既
に
こ
の
名
禦
首
都
名
と
し
て
存
在
し
た
こ

　
　
に
は
全
部
量
ω
9
。
と
あ
る
の
と
一
致
し
な
い
。
　
こ
の
相
違
は
如
何
　
　
と
を
示
し
て
い
る
。
從
っ
て
蓬
些
が
量
ω
弾
か
一
冨
ω
9
か
は
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
に
解
學
べ
き
で
あ
ろ
う
か
・
　
　
　
　
　
　
す
し
も
華
に
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
い
∬
フ
ウ
フ
・
激
蓄
一

　
　
　
今
日
チ
ベ
ッ
ト
人
は
『
9
0
沼
酵
浮
9
ω
9
の
古
名
と
考
え
、
ト
　
　
は
粧
9
畠
の
音
で
あ
る
か
ら
「
遜
」
に
は
適
わ
し
く
な
い
と
考
え
て
　
5
8

　
　
E
ル
ナ
ン
の
蕎
も
愛
壱
ぎ
言
把
ゾ
葛
形
を
認
め
て
い
い
隔
・
唐
蓉
羅
に
チ
ベ
・
ト
語
の
冨
§
が
．
貧
」
、
9
が
一

　
　
る
。
前
掲
の
プ
ト
ン
か
ら
の
引
用
文
に
も
あ
る
ご
と
く
、
こ
の
寺
院
　
　
「
他
」
、
遍
げ
o
が
「
土
」
で
爲
さ
れ
L
音
系
の
字
で
爲
さ
れ
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

　
　
が
は
じ
め
に
オ
タ
ン
湖
を
山
羊
冨
に
よ
っ
て
土
ω
鍾
を
運
び
埋
立
　
　
こ
と
砥
或
は
ラ
ウ
フ
ァ
ー
読
を
有
力
に
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
し
て
建
設
さ
れ
た
と
言
う
傳
承
を
そ
の
ま
Σ
信
じ
て
い
る
の
で
あ
　
　
　
兎
に
角
ド
ゥ
ル
ナ
ン
寺
院
が
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
以
前
か
ら
あ
り
、

　
　
る
。
し
か
し
唐
代
文
献
に
吐
蕃
の
首
都
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
邉
些
　
　
ソ
ン
ツ
ェ
ン
王
時
代
に
建
立
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
今
や
全
く
否
定

　
　
が
旨
9
ω
9
0
か
H
9
ω
9
か
は
從
來
は
史
料
の
上
で
は
決
定
が
困
難
　
　
で
き
な
い
事
實
で
あ
る
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
。

　
　
で
あ
っ
た
・
3
フ
ァ
ー
は
早
く
よ
り
こ
の
傳
読
を
引
用
し
毒
些
　
第
二
に
n
ラ
モ
チ
、
寺
院
に
つ
い
て
述
べ
る
っ
ご
の
寺
院
は
ト

　
　
鴇
9
。
ω
9
読
を
唱
え
て
い
た
が
、
材
料
は
後
世
の
傳
承
で
あ
っ
た
か
ら
　
　
ウ
ル
ナ
ン
に
封
し
て
モ
ン
ゴ
ル
人
は
、
バ
ガ
ジ
ョ
ぴ
9
『
9
。
一
。
億
、
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
そ
の
読
の
根
擦
は
薄
弱
で
あ
・
》
じ
か
し
今
や
か
く
も
多
く
の
根
　
國
八
は
小
召
（
寺
）
と
呼
ぶ
も
の
で
、
ソ
ン
ツ
．
ン
王
に
降
嫁
し
た



　
　
唐
の
丈
成
公
主
の
建
立
し
た
も
の
と
傳
え
ら
れ
て
い
る
。
プ
ト
ン
佛
　
　
　
エ
を
も
含
ん
で
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
教
史
に
（
H
b
o
蔭
ぴ
）
、
　
　
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
ラ
モ
チ
ェ
の
實
在
は
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
以
前
で
あ
り
、
そ
の
創
立

　
　
　
ギ
ャ
モ
コ
ン
ジ
ョ
　
同
σ
q
団
9
日
o
犀
o
口
6
0
（
日
国
o
》
o
o
）
ぼ
ラ
ー
　
を
文
成
公
主
に
か
け
る
の
は
恐
ら
く
事
實
と
し
て
認
め
ら
れ
る
で
あ

　
　
　
モ
チ
ェ
の
伽
藍
を
建
立
せ
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
。
う
。
ラ
モ
チ
ェ
が
公
主
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
と
す
る
と
中
國
人

　
　
と
あ
り
、
テ
プ
ゴ
ン
に
も
前
掲
の
如
く
ソ
ン
ツ
ェ
ン
王
の
妃
の
U
人
　
　
の
僧
侶
が
當
時
チ
ベ
ッ
ト
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
か
と
い
う
疑
問
が

　
　
に
よ
っ
て
ラ
モ
チ
ェ
が
建
立
せ
ら
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
．
　
當
然
起
っ
て
く
る
。
プ
ト
ン
、
テ
プ
ゴ
ン
に
よ
れ
ば
中
國
僧
侶
は
チ

　
　
腎
（
五
六
頁
下
段
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
幽
ベ
ヅ
・
あ
内
外
で
璽
の
活
動
を
行
っ
て
奮
、
そ
れ
は
最
後
に
チ

　
　
　
そ
こ
で
こ
れ
に
封
慮
す
る
記
事
を
根
本
史
料
に
求
め
る
と
、
第
一
　
　
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
時
代
の
有
名
な
御
前
法
論
へ
と
嚢
展
す
る
。
こ
れ
に

　
　

ﾙ
勅
に
ト
ゥ
ル
ナ
ン
と
な
ら
ん
で
前
代
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
の
名
と
つ
い
て
漿
近
ド
、
、
、
エ
ヴ
ィ
震
U
。
皇
く
崖
。
の
優
れ
た
研
究
が
一

　
　
し
て
（
壽
・
や
゜
O
O
）
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
た
の
で
、
詳
細
は
そ
れ
に
ゆ
す
り
た
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
背
景
　
5
9

　
　
　
シ
ナ
人
の
建
て
た
る
ラ
モ
チ
ェ
H
窃
”
ぴ
訂
α
q
の
轟
目
o
o
げ
o
の
　
　
を
知
れ
ば
ラ
モ
チ
ェ
の
古
く
か
ら
の
存
在
は
鴫
暦
當
然
怨
も
の
と
考
　
　
一

　
　
　
伽
藍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ら
れ
る
で
あ
、
ろ
う
。

　
　
が
學
げ
ら
れ
、
同
じ
く
末
尾
の
詔
勅
の
副
本
を
迭
っ
た
寺
院
名
に
や

　
　
は
り
（
罎
捌
゜
唱
゜
ミ
）
・
　
　
　
　
　
　
・
　
「
　
五
　
　
r

　
　
　
ラ
サ
の
シ
ナ
入
の
建
て
た
る
ラ
モ
チ
ェ
量
ω
9
住
鴇
零
9
ぴ
冨
α
q
ω
　
　
第
三
に
b
タ
ル
グ
の
寺
院
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
テ
プ
ゴ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
る

　
　
　
H
g
o
目
0
6
げ
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
ソ
ン
ツ
ェ
ン
王
の
時
の
こ
と
ふ
し
て
（
b
。
O
ぴ
）
、

　
　
の
名
が
墨
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
史
料
に
は
ラ
モ
チ
ェ
の
名
は
　
　
’
輝
定
虞
も
亦
多
く
建
て
、
ウ
ィ
の
タ
ル
グ
犀
腎
9
菩
昌
α
q
と
タ

　
　
見
え
な
い
が
、
或
は
第
二
詔
勅
及
び
カ
ル
チ
ュ
ン
詔
勅
に
「
ラ
サ
の
　
　
　
ー
ド
ゥ
ル
§
夢
昌
貫
二
一
　
ヤ
ン
ド
ゥ
ル
矯
9
。
》
豊
巳
の
伽
藍

　

4
0@
ペ
ハ
ル
し
と
呼
ば
れ
た
も
の
が
ト
ゥ
ル
ナ
ン
の
み
で
な
く
、
ラ
モ
チ
　
　
　
な
ど
多
く
建
て
ら
れ
た
り
。



0
6
@
と
あ
る
。
ト
ゥ
ッ
チ
氏
の
紹
介
に
よ
れ
ば
、
こ
の
寺
院
は
ジ
ュ
ン
ガ
　
　
と
あ
9
、
寺
名
は
な
い
が
恐
ら
く
同
一
寺
院
の
こ
と
瓦
考
え
て
誤
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
ル
兵
の
た
み
に
僥
か
れ
、
十
三
代
ダ
ラ
イ
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
て
昔
　
　
る
ま
い
。
テ
プ
ゴ
ン
に
は
チ
デ
ツ
ク
テ
ン
醇
＝
餌
①
o
q
駐
q
α
q
び
『
富
旨

　
　
の
悌
は
殆
ど
淺
っ
て
い
な
い
が
、
唯
一
つ
銘
交
の
刻
ま
れ
た
梵
鐘
が
　
　
が
ソ
ン
ツ
ェ
ン
王
の
書
き
残
し
た
銅
板
の
豫
言
書
を
焚
見
し
た
場
所

　
　
考
古
學
的
盗
ハ
味
を
呼
ぶ
と
言
う
（
舅
゜
・
や
8
）
。
そ
の
銘
文
に
を
チ
ム
プ
喜
墓
音
と
し
て
い
る
（
撒
）
。
ダ
ス
ω
・
。
げ
』
器

　
　
は
、
こ
の
大
き
な
梵
鐘
は
チ
デ
ソ
ン
ッ
ェ
ン
旨
9
耳
ω
鋤
昌
唱
o
喜
ユ
　
　
は
¢
9
一
巳
ω
嘗
痴
と
し
て
サ
ム
イ
ェ
近
傍
の
小
寺
院
の
あ
る
聖
地
゜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
峯
o
ω
『
o
艶
窪
ω
9
0
昌
　
の
時
に
お
か
れ
、
す
べ
て
の
有
情
が
徳
行
に
入
　
　
を
述
べ
て
い
る
が
、
い
つ
れ
皆
同
一
地
を
指
し
た
呼
稻
で
あ
ろ
う
。

　
　
る
べ
き
こ
と
が
そ
の
妃
の
ジ
ャ
ン
チ
ュ
ブ
9
9
静
o
げ
鑑
げ
に
よ
っ
て
　
　
オ
ー
バ
ミ
ラ
ー
O
ぴ
o
同
B
謹
o
厭
は
プ
ト
ン
の
醗
諜
に
「
チ
ム
）
の
ブ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
所
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
第
一
詔
勅
に
は
そ
の
詔
勅
の
副
本
の
お
　
　
ム
セ
ル
」
罎
‘
9
一
巳
ω
℃
げ
⊆
曽
弩
ω
擁
9
一
と
し
て
い
る
が
明
か
に

　
　
か
れ
た
場
所
の
一
つ
に
タ
ル
グ
の
タ
シ
バ
ユ
ル
伽
藍
尊
轟
菩
遵
α
q
　
　
誤
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
　
．
　
　
　
　
　
　
　
，
一

　
　E

・

ｬ
曽
而
三
げ
署
凝
け
ω
邑
曇
げ
－
。
》
が
墨
げ
ら
れ
て
を
　
第
五
に
s
・
フ
グ
マ
ル
の
カ
チ
、
シ
ャ
ル
ゴ
で
あ
る
。
こ
れ
は
満
調

　
　
り
、
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
の
時
代
に
既
に
存
在
し
た
こ
と
が
明
か
に
詮
　
　
引
の
カ
ル
チ
ュ
ン
碑
文
に
あ
る
ラ
グ
マ
ル
の
カ
ツ
葺
お
巳
母
電
μ

　
　
糠
だ
て
ら
れ
て
い
る
（
舅
゜
や
O
『
）
。
記
載
の
順
序
よ
り
す
れ
ば
　
　
犀
零
即
房
コ
で
あ
ろ
う
が
、
第
二
詔
勅
に
は
（
舅
・
℃
・
㊤
◎
。
）
、

　
　
．
第
一
の
ト
ゥ
ル
ナ
ン
の
次
に
存
在
す
る
の
は
寺
格
の
高
い
と
同
時
に
　
　
　
賛
普
父
チ
デ
ツ
ク
ツ
ェ
ン
　
馨
ω
き
ロ
。
嘱
9
。
ぴ
犀
腎
一
置
¢
o
q
＄
護

　
　
古
い
こ
と
を
も
暗
示
し
て
い
る
。
こ
れ
が
ソ
ン
ツ
ェ
ン
王
の
時
代
に
　
　
　
寓
房
き
の
御
代
に
ラ
グ
マ
ル
の
カ
チ
ュ
ル
び
触
9
σ
q
画
旨
9
0
聴
鎗
一

　
　
建
て
ら
れ
た
と
の
記
述
は
信
用
さ
れ
て
よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
犀
≦
9
0
0
げ
霞
の
伽
藍
を
建
て
た
り
。

　
　
　
第
四
に
6
チ
ム
プ
の
ナ
ム
セ
ル
で
あ
る
。
ヵ
ル
チ
ュ
ン
碑
文
に
　
　
と
あ
り
、
カ
ル
チ
ュ
ン
詔
勅
に
も
同
様
の
文
が
あ
る
　
（
舅
・
賢

　
　
（
↓
6
囚
ら
゜
H
8
）
、
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
、
§
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛

　
　
　
チ
デ
ツ
ク
ツ
ェ
ン
の
御
代
に
は
ラ
グ
マ
ル
の
カ
ツ
と
チ
ン
プ
　
　
　
　
　
ラ
グ
マ
ル
は
サ
ム
イ
ェ
を
含
む
地
方
の
名
で
あ
る
が
、
カ
チ
ュ
ξ

　
　
　
ヨ
o
ぼ
瞬
．
　
憎
げ
q
に
伽
藍
を
建
て
三
寳
の
礎
を
お
き
た
り
。
　
　
　
　
　
い
う
の
は
如
何
に
も
非
チ
ベ
ッ
ト
語
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
ト



　
　
ウ
ッ
チ
氏
は
大
要
次
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
（
舅
・
や
α
b
。
）
。
　
　
　
　
理
大
臣
）
に
任
命
さ
れ
て
い
る
か
ら
瓜
州
攻
略
は
吐
蕃
に
と
っ
て
重

　
　
　
我
タ
は
チ
デ
ツ
ク
ツ
ェ
ン
の
時
代
に
チ
ベ
ッ
ト
人
が
シ
ナ
人
よ
り
　
　
要
な
功
績
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
ト
ゥ
ッ
チ
氏

　
　
　
奪
取
し
た
と
揚
言
し
て
い
る
瓜
州
城
9
轡
o
毒
国
≦
魯
9
0
ロ
を
　
　
の
如
く
こ
れ
の
記
念
の
た
め
に
中
央
チ
ベ
ッ
ト
で
カ
チ
ュ
φ
名
を
付

　
　
　
知
っ
て
い
る
。
一
方
カ
チ
ュ
ル
の
寺
院
は
、
碑
文
に
述
べ
ら
れ
て
　
　
し
た
寺
院
が
建
立
さ
れ
た
と
考
え
る
の
は
必
す
し
も
大
謄
す
ぎ
る
と

　
　
　
い
る
こ
の
同
じ
王
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
カ
チ
ュ
ル
　
　
い
う
程
の
推
定
で
は
な
い
。
ま
し
て
ト
ゥ
勢
チ
氏
は
同
様
に
し
て
申

　
　
　
の
語
は
全
く
チ
ベ
ッ
ト
語
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
し
て
そ
の
綴
り
　
　
央
チ
ベ
ッ
ト
に
他
方
の
地
名
が
遷
さ
れ
用
い
ら
れ
る
例
を
若
干
墨
げ

　
－
、
は
不
確
實
で
あ
る
。
そ
こ
で
我
々
は
こ
の
寺
院
は
そ
の
城
市
に
封
　
　
て
い
る
に
お
い
て
お
や
で
あ
る
。

　
　
　
す
る
勝
利
を
記
念
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
、
そ
の
時
そ
の
名
が
付
　
　
　
そ
れ
に
し
て
も
u
カ
チ
ュ
ワ
ン
チ
ュ
ン
も
こ
れ
に
關
係
あ
り
そ
う

　
　
　
芸
れ
た
と
す
る
の
は
正
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。
　
　
　
覧
え
る
の
で
あ
る
が
、
他
の
丈
献
に
は
何
箸
の
名
に
つ
い
て
記
｝

　
　
瓜
州
城
が
吐
蕃
の
手
申
に
陥
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
ト
ゥ
ッ
チ
氏
は
敦
　
　
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
磁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
炉

　
　
漿
畠
た
吐
葦
代
記
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
卯
　
　
　
六

　
　
の
年
（
七
二
七
）
の
條
に
（
U
臼
類
゜
b
°
b
o
跨
唱
゜
奮
、

　
　
　
カ
チ
ュ
シ
ン
チ
ャ
ン
犀
≦
9
0
9
ω
宣
8
ひ
の
シ
ナ
の
城
塞
は
占
　
　
　
第
六
に
P
サ
ム
イ
ェ
寺
院
に
つ
い
て
讐
あ
る
。
こ
の
有
名
な
寺

　
　
　
領
せ
ら
れ
た
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
院
に
つ
い
て
」
は
、
プ
ト
ヴ
に
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
の
時
の
こ
と
製
↓
て
・

　
　
と
あ
る
。
唐
側
記
録
で
は
薪
唐
書
吐
蕃
傳
上
、
開
元
十
五
年
九
月
の
　
　
（
H
8
ぴ
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
　
條
に
、
吐
蕃
の
大
將
悉
諾
邊
恭
緑
馨
9
α
q
ω
鴨
9
0
窪
o
ひ
ざ
α
と
燭
一
　
　
　
そ
れ
よ
り
ロ
プ
ン
ω
δ
ぴ
α
℃
o
ロ
（
1
ー
パ
ド
マ
サ
ン
バ
ワ
）
は
ザ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
龍
葬
布
支
ぎ
α
・
き
（
つ
）
塁
書
。
ユ
％
が
瓜
州
城
を
陥
れ
た
と
　
イ
、
に
招
か
れ
て
（
そ
こ
に
）
館
を
構
え
ら
れ
た
り
。
。
プ
ン
．

　
　
の
記
事
が
こ
れ
に
封
憲
す
る
。
タ
グ
ラ
コ
ン
ロ
ェ
は
年
代
記
に
よ
る
　
　
　
ボ
デ
ィ
サ
ト
ワ
巴
o
げ
α
噂
o
ロ
び
o
爵
一
ω
9
〈
勢
は
地
を
槍
べ
た

螂
と
（
旨
国
゜
葛
゜
）
、
そ
の
年
の
う
ち
に
大
論
び
喜
。
誉
（
総
　

虞
、
オ
タ
ン
多
リ
。
翼
9
娼
⊆
且
の
伽
藍
に
型
を
と
り



0
8
@
　
て
須
彌
山
、
、
十
二
州
、
日
月
一
勤
の
（
飾
り
あ
る
）
鐵
壁
も
て
園
　
　
要
な
賛
並
日
の
名
が
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
カ
ル
チ
ュ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

　
　
　
み
た
る
も
の
を
作
り
て
、
丁
卯
の
年
に
基
礎
は
お
か
れ
た
り
。
　
　
　
碑
丈
に
（
昌
国
・
や
ド
O
α
）
、

　
　
　
先
す
ア
ー
リ
ア
パ
ロ
9
ユ
冨
曙
9
。
や
9
ざ
の
寺
院
が
建
て
ら
れ
凸
諸
　
　
　
父
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
の
御
代
に
は
ラ
グ
マ
ル
の
サ
ム
イ
ェ
　
び
触
9
σ
q

　
　
　
佛
は
チ
ベ
・
ト
の
恋
の
型
を
参
て
彫
作
せ
ら
れ
た
り
。
正
后
－
ヨ
・
。
触
・
・
喜
、
－
。
量
・
。
ω
な
ど
中
央
及
び
勢
に
伽
藍
蓬
て
三

　
　
　
ツ
ェ
ポ
ン
氏
マ
ル
ギ
ェ
ル
メ
ト
グ
ロ
ェ
ル
マ
酔
移
o
ω
も
o
ロ
訂
9
。
σ
　
　
費
の
礎
を
カ
き
た
り
。
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
（
↓
ゆ
゜
°
駐
》
o
ン
ω
N
9
）
（
巨
弩
民
讐
巴
ヨ
0
8
σ
q
°
o
σ
q
民
9
ヨ
9
は
カ
　
　
と
あ
り
、
又
サ
ム
イ
ェ
寺
の
梵
鐘
の
銘
に
は
（
賃
・
ウ
目
O
◎
。
）
、

　
　
　
ム
ス
ム
サ
ン
カ
ン
窪
弩
ω
α
q
ω
¢
ヨ
N
9
。
ひ
の
（
臼
じ
d
°
N
9
か
）
窪
9
。
ひ
　
　
　
女
主
皇
后
國
母
U
O
旺
o
↓
α
e
嘱
巴
巳
o
び
け
ω
き
矯
蔭
ヨ
と
御
子
は

　
　
　
寺
を
建
て
、
ポ
ヨ
ン
氏
ギ
ェ
ル
モ
ツ
ン
妃
嘗
。
喜
ω
冨
耐
　
・
＋
方
の
三
寳
す
べ
て
を
讃
嘆
す
る
た
め
に
こ
の
鐘
を
作
り
た
り
。

　
　
　
（
↓
切
゜
邑
ω
α
・
琶
暮
玄
窪
ニ
ウ
ツ
ェ
ル
セ
ル
カ
ン
§
　
そ
の
功
徳
の
力
に
よ
り
轟
燈
．
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
父
子
の
導
き
【

罷
難
暴
瞬
゜
監
野
．
霧
競
謂
難
蕪
篠
あ
る
竜
の
と
な
り
て
鉦
｛
上
の
悟
り
瑠

　
　
　
マ
蝕
α
q
Φ
鴎
α
q
団
9
。
ω
蔓
o
巳
鋤
寺
を
建
て
た
り
。
癸
卯
の
年
に
は
工
　
－
と
あ
っ
て
、
明
か
に
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
王
の
時
代
の
建
立
な
る
こ
と

　
　
　
完
り
て
、
阿
闘
梨
ボ
デ
ィ
サ
ト
ワ
と
ペ
マ
サ
ン
バ
ワ
　
唱
碧
巨
9
　
　
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
ω
9
。
旨
匪
9
。
宅
9
は
境
内
に
佳
し
て
十
三
年
の
間
宴
を
な
せ
り
。
　
　
　
先
す
こ
れ
で
サ
ム
イ
ェ
寺
院
建
立
に
關
す
る
佛
教
史
類
の
記
載
が

　
　
と
あ
る
が
、
テ
プ
ゴ
ン
に
は
パ
ド
マ
サ
ン
バ
ワ
が
サ
ム
イ
ェ
に
至
り
　
　
誤
で
な
い
こ
と
は
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
次
に
サ
ム
イ
ェ
碑
文
に

　
　
た
る
こ
と
蕊
（
犀
曽
魅
。
鱒
鋤
）
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樹
慮
す
る
パ
ー
ボ
の
佛
教
史
そ
の
他
を
槍
べ
て
見
よ
う
。
第
一
詔
勅

　
　
　
サ
ム
イ
ェ
の
大
伽
藍
の
基
礎
を
お
き
た
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
（
昌
丙
゜
や
゜
0
9
、

　
　
と
あ
る
め
み
で
あ
る
・
と
こ
ろ
で
サ
ム
イ
ェ
碑
文
は
確
か
に
當
時
の
　
賛
並
・
父
王
逝
き
た
る
後
、
種
々
の
様
相
の
型
に
よ
り
、
伽
藍
フ
ン

　
　
賛
普
父
子
が
佛
教
の
信
仰
を
確
認
し
た
詔
勅
文
な
の
で
あ
る
が
、
重
　
　
ギ
ド
，
プ
パ
ぎ
旨
α
q
旨
・
誌
言
ぴ
富
を
羊
の
年
春
の
月
の
＋



　
　
　
七
日
に
礎
を
建
て
、
そ
れ
よ
り
以
來
、
チ
ベ
ッ
ト
に
三
寳
の
礎
を
　
　
あ
り
（
↓
弓
国
゜
や
O
◎
◎
）
、
サ
ム
イ
ェ
が
チ
ソ
ン
デ
ツ
，
エ
ン
の
時
代
に

　
　
　
建
て
世
奪
の
法
を
行
じ
壌
た
ざ
る
こ
と
を
賛
普
父
子
と
子
の
母
は
　
　
建
立
さ
れ
重
要
な
寺
院
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
誰
明
さ
れ
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
も

　
　
　
誓
い
て
約
を
な
し
、
内
外
の
大
小
大
臣
下
の
も
の
た
ち
も
誓
い
た
　
　
る
。
カ
ル
チ
ュ
ン
詔
勅
も
や
は
り
（
昌
丙
゜
弓
μ
8
）
、

　
　
　
る
勅
令
を
文
字
に
書
き
し
る
す
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ム
イ
ェ
フ
ン
ギ
ド
ゥ
プ
の
伽
藍
に
父
王
の
も
の
と
し
て
お
か
れ

　
　
と
あ
り
、
績
い
て
ト
ゥ
ル
ナ
ン
、
ラ
モ
チ
ェ
と
ラ
グ
マ
ル
の
サ
ム
イ
　
　
　
た
る
も
の
を
も
と
x
し
て
書
き
た
り
。

　
、
エ
フ
ン
ド
ゥ
プ
の
伽
藍
び
鎚
伽
q
ヨ
9
。
触
o
q
覧
器
§
矯
9
。
ω
年
二
づ
望
一
ω
　
　
と
記
し
て
い
る
。
サ
ム
イ
ェ
碑
交
が
胃
頭
に
（
昌
囚
・
や
逡
）
、

　
　
々
o
q
触
⊆
び
ゼ
9
0
犀
覧
σ
q
け
ω
二
α
q
貯
ぴ
q
犀
げ
9
0
｝
、
　
カ
ム
ス
ム
の
ミ
ド
ク
ロ
ェ
　
　
　
ラ
サ
と
ラ
グ
マ
ル
の
伽
藍
な
ど
、
　
　
．

　
　
ル
犀
げ
9
目
ω
o
q
ω
ロ
§
巳
＝
α
o
α
q
ω
σ
q
厭
9
の
伽
藍
な
ど
チ
ベ
ッ
ト
の
゜
　
と
記
し
て
い
る
ラ
グ
マ
ル
は
寺
院
名
を
明
か
に
し
な
い
が
、
碑
交
の

　
　
當
局
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
こ
と
を
云
っ
で
い
る
。
こ
れ
は
サ
ム
ブ
性
質
か
皇
鵠
口
．
て
フ
ζ
ル
の
サ
ム
イ
ェ
フ
ン
ド
ゥ
プ
と
す
る
の
は
｛

　
　
エ
寺
院
の
建
立
に
つ
い
て
日
付
の
あ
る
唯
一
め
史
料
で
あ
ろ
う
が
、
　
　
必
す
し
も
誤
っ
て
い
な
い
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
3

　
　
プ
ト
ン
の
年
次
と
一
致
せ
す
・
い
す
れ
が
正
し
い
の
か
・
或
は
い
す
　
　
　
佛
教
に
つ
い
て
殆
ど
記
す
と
こ
ろ
の
な
い
敦
焼
稜
見
の
年
代
記
に
゜
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
れ
と
も
正
し
い
の
か
遽
に
断
定
は
困
難
で
あ
砺
。
こ
の
第
一
詔
勅
の
　
　
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
の
事
蹟
と
し
て
（
】
）
↓
属
・
弓
・
μ
ぱ
・
や
誤
ω
）
、

　
　
最
後
に
記
さ
れ
て
い
る
詔
勅
の
副
本
の
お
か
れ
た
場
所
に
は
第
一
に
　
　
　
無
上
の
佛
法
を
受
容
し
、
中
央
・
地
方
す
ペ
ヤ
の
地
に
伽
藍
を
建

　
　
ト
ゥ
ル
ナ
ン
と
な
ら
ん
で
ラ
グ
マ
ル
の
サ
ム
イ
ェ
フ
ン
ギ
ド
ゥ
プ
の
　
　
　
立
し
、
法
を
確
立
し
、
一
切
の
も
の
慈
悲
に
住
し
（
法
を
）
思
う

　
　
曾
團
葺
9
。
o
q
§
9
。
補
題
一
，
冨
帥
ヨ
矯
9
ω
旨
償
旨
α
Ω
覧
ω
σ
q
遷
び
吋
団
一
伍
騨
q
o
　
　
　
こ
と
に
よ
り
て
生
死
よ
り
解
き
放
ち
又
解
脱
へ
と
ゆ
か
し
め
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
蔵
巨
が
墨
げ
ら
れ
、
第
二
の
副
爲
め
お
か
れ
た
十
個
所
の
う
ち
に
　
．
と
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
年
代
記
に
お
け
る
唯
｝
の
吐
蕃
王
の
佛
教
事

　
　
も
サ
ム
イ
ェ
フ
ン
ギ
ド
ゥ
プ
の
伽
藍
の
名
が
出
さ
れ
て
い
る
。
叉
第
　
　
蹟
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
王
の
信
佛
が
有
名
な
事
實
で
あ
っ

　
　
二
詔
勅
を
見
る
と
、
こ
れ
は
胃
頭
に
ペ
ル
サ
ム
イ
ェ
の
寳
庫
α
b
巴
　
　
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
叉
こ
＼
に
詳
し
く
は
述
ぺ
な
い
が

姻
　
冨
9
言
矯
9
の
屏
覧
爵
o
触
ヨ
α
ω
o
伽
に
あ
る
型
に
よ
っ
て
書
い
た
と
　
　
第
二
勅
詔
に
表
れ
た
佛
教
教
義
の
読
明
な
ど
も
決
し
て
簡
軍
素
朴
な



1
0
@
内
容
の
も
の
で
は
な
い
。
た
と
い
王
自
身
が
書
い
た
も
の
で
は
な
い
　
　
　
そ
れ
よ
り
弟
チ
デ
ツ
ェ
ン
四
歳
に
し
て
王
位
に
印
き
セ
ナ
レ
グ
と

4　
　
に
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
程
度
の
も
の
が
詔
勅
の
う
ち
に
盛
ら
れ
て
　
　
　
構
せ
ら
れ
し
が
、
こ
の
王
は
カ
ル
チ
ュ
ン
ギ
ェ
ル
デ
を
建
て
教
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
い
る
黙
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
盛
に
な
し
た
ま
へ
り
。
主
に
は
御
子
五
人
庄
れ
た
ま
い
た
る
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
ち
（
A
）
チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
レ
i
。
ハ
チ
ェ
ン
、
（
B
）
ヅ
ァ
ン
マ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
（
C
）
チ
ダ
ル
マ
ウ
ド
ゥ
ム
ツ
ェ
ン
・
（
D
）
ラ
ジ
ェ
フ
ン
ド
ゥ
プ
、

　
　
　
第
七
に
x
カ
ル
乏
ン
ギ
ェ
ル
デ
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
カ
　
（
E
）
チ
チ
ン
ボ
な
り
。
　
　
、
　
　
　
・
，
㌧

　
　
ル
チ
ュ
ン
碑
丈
の
存
在
そ
の
竜
の
が
明
か
に
事
實
を
物
語
っ
て
い
　
　
＊
印
以
下
に
つ
い
て
論
議
の
必
要
上
テ
キ
ス
ト
を
掲
げ
る
と
、

　
　
る
（
舅
゜
や
H
8
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
o
。
す
器
巴
鍵
縛
冨
暮
ω
8
匹
吋
＝
α
。
ω
鴇
g
募
碧

　
　
　
榊
賛
普
チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
の
御
代
に
は
又
カ
ル
チ
ュ
ン
ω
軒
鍵
o
嶺
計
　
　
　
脱
鎮
や
曽
o
m
5
＼
o
q
＄
9
。
ロ
§
9
。
価
9
⇒
＼
穿
厭
一
9
厭
目
9
0
ぜ
偉
曾
旨
．
．
一

　
　
　
の
伽
藍
な
ど
を
建
て
、
三
寳
の
礎
を
お
く
な
ど
…
…
…
　
　
　
　
　
　
　
び
＄
9
0
ロ
＼
一
9
↓
甘
旨
¢
旨
鴨
⊆
び
＼
犀
ぼ
一
9
。
口
恩
。
＼
　
　
　
°
　
6
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
腎

　
　
　
こ
義
で
問
題
と
な
る
の
は
プ
ト
ン
に
こ
の
寺
院
を
建
立
し
た
王
を
・
　
　
D
と
E
は
王
位
に
郎
「
い
て
い
な
い
の
で
こ
の
場
合
は
問
題
に
す
る

　
　
チ
デ
ツ
ェ
ン
犀
貯
＝
号
び
＄
9
。
昌
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
チ
ソ
　
　
必
要
は
な
い
。
C
は
中
國
文
献
の
達
磨
王
で
所
謂
ラ
ン
ダ
ル
マ
に
當

　
　
ン
デ
ツ
ェ
．
ン
が
何
時
疫
し
た
か
と
云
う
問
題
か
ら
始
っ
て
八
〇
四
年
　
　
る
が
こ
れ
も
今
は
別
に
注
意
す
る
必
要
は
な
い
。
問
題
は
A
に
あ
る
。

　
　
チ
デ
ソ
ン
ッ
ェ
ン
が
帥
位
す
る
ま
で
の
間
、
王
位
の
縫
承
が
如
何
に
　
　
レ
ー
パ
チ
ェ
ン
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
唐
蕃
會
盟
碑
や
敦
煤
丈
書
な
ど

　
　
行
わ
れ
た
か
は
い
す
れ
の
丈
献
も
極
め
て
不
明
確
で
あ
り
、
古
代
チ
　
　
に
出
る
チ
ツ
ク
デ
ツ
ェ
ン
、
中
國
文
献
の
可
黎
可
足
に
當
る
こ
と
は

　
　
ベ
ッ
ト
史
の
年
代
決
定
に
最
大
の
難
關
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
　
　
今
は
何
人
も
疑
う
も
の
が
な
い
。
從
っ
て
A
の
チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助

　
　
は
前
に
も
少
し
く
鯛
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
プ
ト
ン
は
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
　
　
ー
パ
チ
ェ
ン
と
あ
る
の
は
チ
ツ
ク
デ
ツ
ェ
ン
レ
ー
パ
チ
ェ
ン
と
訂
正

　
　
ン
の
次
に
立
っ
た
ム
ネ
ツ
ェ
ン
ポ
が
一
年
七
ケ
月
で
早
逝
し
た
こ
と
　
　
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
な
る

　
　
を
記
し
た
後
に
家
の
ご
と
く
言
う
（
日
。
。
0
9
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
王
名
を
全
く
抹
殺
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
チ
ツ



　
　
ク
デ
ツ
ェ
ン
の
前
に
は
チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
と
い
う
王
が
現
實
に
存
在
　
　
　
子
は
チ
ツ
ク
デ
ツ
ェ
ン
匿
一
σ
q
房
⊆
σ
q
匪
9
び
誹
ω
き
と
ウ
イ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
助

　
　
し
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
す
る
と
プ
ト
ン
の
チ
デ
ツ
ェ
ン
は
チ
デ
ソ
　
　
　
ゥ
ム
テ
ン
β
口
9
傷
些
B
げ
昌
き
：
…
…
・

　
　
ン
ツ
ェ
ン
の
誤
記
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
そ
れ
を
確
定
化
す
る
の
が
　
　
　
こ
の
王
統
書
は
ウ
イ
ド
ゥ
ム
テ
ン
印
ち
プ
ト
ン
の
チ
ダ
ル
マ
ウ
ド

　
　
實
は
前
記
の
カ
ル
チ
ュ
ン
碑
文
の
記
述
に
外
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
更
　
　
ウ
ム
ツ
ェ
ン
ま
で
記
し
て
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
よ
り
後
の
作
品

　
　
に
裏
打
す
る
の
は
碑
文
と
殆
ど
同
じ
内
容
の
カ
ル
チ
ュ
ン
詔
勅
で
あ
，
　
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
そ
の
文
艘
の
古
さ
か
ら
言
え
ば
遙

　
　
ろ
う
。
こ
れ
も
チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
が
カ
ル
チ
ュ
ン
寺
院
を
建
立
し
佛
　
・
か
後
世
の
も
の
と
す
る
程
の
も
の
で
は
な
い
。

　
　
法
を
守
護
す
る
こ
と
を
一
族
な
ら
び
に
群
臣
た
ち
と
誓
っ
て
い
る
か
　
　
　
こ
の
書
の
信
愚
性
は
種
々
の
黙
か
ら
誰
明
で
き
る
が
、
例
を
チ
ソ

　
　
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
デ
ツ
ェ
ン
と
ム
ネ
ツ
ェ
ン
（
ポ
）
、
（
チ
）
デ
ソ
ン
ツ
鴨
エ
ン
爾
王
の
親

　
　
　
し
か
し
プ
ト
ゾ
に
は
A
以
下
と
チ
デ
ツ
ェ
ン
と
の
間
に
は
親
子
關
　
　
子
關
係
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
ム
ネ
ツ
ェ
ン
ポ
に
つ
い
て
は
複
雑
な
　
　
｝

　
　
係
が
存
在
し
て
い
た
。
從
っ
て
爾
名
が
訂
正
さ
れ
て
チ
ツ
ク
デ
ツ
ェ
　
　
問
題
が
あ
る
の
で
そ
の
論
議
は
別
の
機
會
に
ゆ
す
リ
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
　
6
5

　
　
ン
と
チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
と
な
っ
た
場
合
・
や
は
り
彼
等
の
間
に
親
子
　
ン
と
チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
の
關
係
だ
け
に
限
ろ
う
・
チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
一

　
　
關
係
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
讃
明
に
つ
い
て
は
敦
燈
獲
見
　
　
時
代
の
カ
ル
チ
ュ
ン
碑
文
に
よ
る
と
サ
ム
イ
ェ
寺
院
の
建
立
に
關
し

　
　
の
「
王
統
童
口
」
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
U
］
り
踏
゜
℃
°
◎
◎
b
Ω
）
。
　
　
　
て
（
舅
引
b
°
H
O
㎝
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
　
　
　

　
　
　
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
犀
げ
ユ
段
o
ロ
匡
o
び
暮
ω
9
口
と
ツ
ェ
ポ
ン
氏
マ
　
　
噛
父
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
の
御
代
に
矯
呂
匪
ユ
霞
9
匡
o
び
誹
ω
碧

　
　
　
ギ
ェ
ル
ド
ン
カ
ル
叶
ω
び
o
ω
も
0
5
．
ω
N
9
コ
β
9
触
o
q
団
9
自
一
匡
o
口
ω
犀
陣
辱
　
　
　
o
q
讐
ユ
昌
冨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
の
闇
に
生
れ
し
御
子
は
ム
ネ
ツ
ェ
ン
目
虚
ロ
o
び
昌
ω
き
と
デ
ソ
　
　
と
あ
り
、
樹
憲
す
る
カ
ル
チ
ュ
ン
詔
勅
に
も
（
日
日
丙
゜
や
日
O
H
）
　
，

　
　
　
ン
ツ
ェ
ン
崔
o
段
o
ひ
び
ヰ
ω
9
。
ロ
。
ム
ツ
ェ
ン
巳
蔭
葺
＄
き
の
系
　
　
　
父
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
の
御
代
に
団
9
び
窪
ユ
」
α
Q
覧
ω
犀
‘
㌧
ま
一
9
。
°

　
　
　
統
は
絶
え
て
、
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
と
ロ
氏
ラ
ギ
ェ
ル
マ
ン
モ
ル
ジ
菰
　
　
　
父
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
は
法
を
大
に
御
心
に
容
れ
矯
9
び
浮
ア
σ
q
覧
の

姐
　
葺
。
墨
爵
韓
巴
量
ロ
暮
冠
軸
。
M
と
に
生
れ
た
ま
い
し
御
　
。
寡
嬬
゜
・
饗
9
9
§
磐
ω
二
喜
巳
5
量
・



1
2
@
　
父
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
未
だ
幼
か
り
し
と
き
℃
9
げ
穿
ユ
」
ω
犀
⊆
　
　
　
こ
れ
ら
は
同
時
代
的
な
史
料
が
な
い
だ
め
に
創
設
が
確
定
し
得
な
匝
、

4　
　
　
0
げ
煽
ひ
び
9
官
宏
げ
o
°
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
け
で
恐
ら
く
他
の
丈
献
の
槍
討
に
よ
り
實
在
は
明
か
に
し
得
る
も

　
　
　
・
父
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
の
御
身
に
矯
①
ぴ
匪
誌
，
・
o
q
覧
ω
犀
魔
置
・
　
　
　
の
で
あ
る
。
例
と
し
て
v
ラ
グ
マ
ル
リ
ン
サ
、
ン
を
と
り
上
げ
よ
う
。

　
　
と
あ
る
。
爾
者
の
父
子
關
係
は
確
實
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
テ
プ
ゴ
ン
に
（
閑
9
b
。
O
び
）
、

　
　
　
我
々
は
こ
の
一
連
の
考
察
に
よ
り
次
の
系
圖
を
作
成
す
る
こ
と
が
　
　
　
チ
デ
ツ
ク
テ
ン
写
触
二
α
o
o
q
厳
信
α
Q
膏
↓
鯖
5
の
大
臣
は
・
チ
ン
プ

　
　
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
O
ぼ
日
ω
嘗
信
よ
り
掘
り
だ
さ
れ
た
る
容
器
の
う
ち
よ
り
、
ソ
ン

ト
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
も
と
よ
り
吐
蕃
王
統
論
に
關
す
る
最
大
の
難
關
は
こ
れ
を
以
て
全
く
　
　
　
我
な
り
と
考
え
て
ラ
グ
マ
ル
リ
ン
サ
ン
胃
鋤
σ
q
9
昌
9
◎
触
樹
α
q
ほ
旨
　
　
6
6

　
　
解
決
し
た
の
で
は
な
い
。
中
國
史
料
は
こ
れ
と
若
干
矛
盾
し
て
お
り
・
　
　
9
駐
な
ど
の
伽
藍
若
干
を
建
て
た
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
そ
れ
に
伴
う
年
代
の
決
定
も
こ
れ
の
み
に
て
は
何
等
結
論
に
は
到
達
　
　
と
あ
り
、
プ
ト
ン
に
は
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
の
時
ボ
デ
心
サ
ト
ワ
を
ネ

　
　
し
な
い
。
し
か
し
今
當
面
の
問
題
で
あ
る
プ
ト
ン
の
記
述
の
誤
だ
け
　
　
パ
ー
ル
よ
り
招
聰
し
て
ラ
グ
マ
ル
リ
ン
サ
ン
ぽ
9
0
σ
q
山
巳
9
。
↓
叫
馳
σ
q
艮
旨

　
　
は
完
全
に
訂
正
し
得
た
。
か
く
し
て
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
の
時
代
に
力
　
　
訂
9
に
至
っ
た
と
の
記
事
が
あ
り
（
H
b
。
O
ε
、
テ
プ
ゴ
ン
と
は
綴
字

　
　
ル
チ
ュ
ン
寺
院
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
は
事
實
と
し
て
は
確
定
し
得
る
　
　
が
少
し
く
異
る
が
同
一
寺
院
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
疑
え
な
い
。
遺

　
　
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
L
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憾
な
が
ら
新
出
の
い
す
れ
の
史
料
に
も
こ
の
寺
名
は
見
え
な
い
た
め

　
　
　
以
上
に
よ
っ
て
チ
ベ
ツ
ト
の
佛
教
史
諸
書
に
記
さ
れ
．
た
寺
院
の
若
　
　
に
、
こ
瓦
に
は
創
設
の
事
實
を
積
極
的
に
断
定
で
き
な
い
だ
け
で
あ

　
　
干
に
つ
い
て
そ
の
實
在
性
を
誼
明
し
た
が
、
a
、
c
I
l
、
P
－
r
、
　
る
ρ

　
　
t
、
v
な
ど
實
誰
し
得
な
い
も
の
が
少
し
く
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
　
　
　
尚
逆
に
新
出
の
史
料
に
よ
っ
て
プ
ト
ン
、
テ
プ
ゴ
ン
な
ど
に
見
え



　
　
な
い
寺
院
で
存
在
が
明
か
に
な
っ
た
も
の
も
あ
る
。
カ
ル
チ
ュ
ン
碑
　
　
齢
き
た
い
。
新
唐
書
吐
蕃
傳
上
に
、

　
　
文
に
（
舅
・
や
・
目
O
膳
）
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
　
　
　
其
俗
・
レ
…
喜
浮
屠
法
、
習
呪
誼
、
國
之
政
事
必
以
桑
門
参
決
。

　
　
　
阻
チ
ド
ェ
ソ
ン
閑
げ
ユ
耐
曾
ω
鴇
o
昌
の
御
代
に
リ
ン
ギ
チ
ヅ
ェ
　
　
と
あ
る
が
、
中
國
丈
献
に
吐
蕃
の
佛
教
曾
が
政
治
上
活
動
し
た
記
録

　
　
　
σ
q
嵩
ロ
σ
q
一
写
ユ
答
ω
o
な
ど
に
伽
藍
を
建
て
三
寳
の
礎
を
お
き
た
　
　
は
殆
ど
な
い
。
た
貸
長
慶
會
盟
の
時
に
會
盟
を
司
っ
た
も
の
の
う
ち

　
　
　
り
。
　
’
　
　
　
，
　
．
　
　
に
織
で
あ
る
鉢
鑑
が
い
た
こ
と
（
後
蓮
）
だ
け
が
記
さ
れ
て
客
の

　
　
と
あ
る
。
．
寺
名
で
な
く
て
地
名
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
そ
の
位
置
を
　
　
み
で
あ
る
。
一
方
チ
ベ
ッ
ト
文
献
め
上
で
は
檜
侶
の
宗
教
上
の
活
動

　
　
決
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
チ
ド
ェ
ソ
ン
は
中
國
丈
献
の
器
弩
　
　
は
数
多
く
記
さ
れ
て
い
る
が
政
治
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
に
つ
い

　
　
悉
」
弄
に
當
り
、
六
七
九
i
七
〇
三
年
の
間
在
位
し
た
吐
蕃
王
で
あ
　
　
て
の
明
瞭
な
記
録
は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
從
っ
て
前
掲
の
新
唐
書

　
　
　
ふ

　
　

驕
B
量
詔
勅
に
は
嚢
の
寺
院
と
し
て
ト
ゥ
ル
ナ
ン
、
．
フ
モ
チ
の
記
載
は
籍
さ
れ
な
い
ま
・
羅
．
て
い
る
わ
け
な
の
で
あ
る
が
一

　
　
エ
と
な
ら
ん
で
カ
ム
ス
ム
ミ
ド
ク
ロ
ェ
ル
伽
藍
犀
げ
9
ヨ
ω
α
q
ω
q
ヨ
目
凶
　
　
最
近
リ
チ
ャ
ト
ド
ソ
ン
氏
の
調
査
し
た
シ
ャ
イ
ラ
カ
ン
碑
は
こ
れ
に
　
6
7

　
　
冠
o
α
q
ω
o
q
臆
9
旨
α
q
毎
口
σ
q
貯
σ
q
犀
げ
巴
の
名
が
出
て
い
る
。
同
詔
勅
　
　
つ
い
て
重
要
な
史
料
を
提
供
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
甲
　
　
　
　
一

　
　
の
末
尾
に
副
本
の
お
か
れ
た
場
所
と
し
て
「
ラ
グ
マ
ル
の
カ
ム
ス
ム
　
　
　
シ
ャ
イ
ラ
カ
ン
ω
サ
≦
鋤
蟹
旨
9
。
窪
9
口
は
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
氏
に

　
　
、
、
、
ド
ク
ロ
ェ
ル
」
寓
9
α
q
目
9
。
触
σ
9
胤
匪
9
ヨ
ω
警
巳
巳
一
一
α
o
m
　
　
・
よ
れ
ば
、
ラ
サ
の
東
北
五
＋
マ
イ
ル
ば
か
り
の
キ
チ
ュ
河
の
ほ
と
り

　
　
ω
σ
q
補
o
一
と
あ
る
の
で
ラ
グ
マ
ル
地
方
に
存
在
し
た
寺
院
で
あ
り
、
並
　
．
に
あ
る
寺
院
で
あ
る
。
碑
は
二
つ
あ
り
、
寺
院
の
前
庭
、
建
物
の
入

　
　
列
さ
れ
た
寺
院
名
よ
り
し
て
當
時
の
名
刹
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
，
　
口
の
爾
側
に
南
面
並
列
し
て
立
っ
て
い
る
q
㌍
ρ
日
O
紹
u
や
H
°
。
°
。
）
。

　
　
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
氏
に
な
ら
い
こ
れ
ら
を
そ
れ
ん
＼
東
碑
・
西
碑
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
　
　
　
．
、
°
、
　
撃
る
が
、
，
と
も
舞
文
は
南
面
の
み
に
刻
さ
れ
て
い
・
。
。
内
容
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繭
…
碑
と
も
チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
が
テ
ィ
ン
ゲ
ン
ジ
ン
鉱
ロ
昼
0
7
伍
ω
ぎ

ヨ

4
1
@
　
さ
て
次
に
當
時
政
治
上
活
躍
し
た
佛
教
櫓
に
つ
い
て
若
干
蓮
ぺ
て
　
・
な
る
人
物
の
恩
愛
深
き
に
よ
り
そ
の
功
螢
に
酬
い
る
た
め
、
彼
及
び



1
4
@
彼
の
一
族
に
そ
の
土
地
の
支
配
権
そ
の
他
の
特
権
を
與
え
る
こ
と
を
，
　
ン
は
後
見
者
と
し
て
書
力
し
偉
大
な
功
績
を
あ
げ
た
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
述
ぺ
た
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
ご
と
く
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
氏
が
こ
れ
　
　
．
そ
こ
で
同
王
時
代
の
カ
ル
チ
ュ
ン
詔
勅
を
見
る
と
、
三
寳
を
敬
謹
あ
タ

　
　
の
原
文
、
翻
謬
、
註
繹
を
施
し
た
研
究
を
出
し
て
い
る
の
で
、
別
に
　
　
る
こ
と
の
誓
を
な
し
た
人
々
の
名
の
う
ち
、
王
族
に
つ
い
で
大
臣
以

　
　
こ
瓦
に
そ
れ
を
く
り
返
す
必
要
は
な
く
、
た
穿
當
面
の
問
題
に
關
係
　
　
下
の
所
に
は
次
の
如
く
記
さ
れ
て
順
る
（
員
゜
や
μ
O
。
。
）

　
　
す
る
黙
の
み
を
述
べ
て
お
こ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
國
家
の
大
臣
以
下
大
小
大
臣
の
誓
い
た
る
も
の
の
う
ち
、
信
の
大

　
　
　
第
一
に
テ
ィ
ン
ゲ
ン
ジ
ン
は
、
こ
の
碑
の
中
で
は
屡
々
ワ
ン
デ
・
　
　
　
命
に
從
え
る
も
の
、
ワ
ン
デ
．
ラ
ン
カ
．
ユ
ン
テ
ン
、
ワ
ン
デ
．

　
　
テ
ィ
ン
ゲ
ン
ジ
ン
び
興
口
α
O
鉱
昌
け
O
ぜ
α
ω
げ
と
呼
ば
れ
佛
倫
旧
で
あ
　
　
　
ニ
ャ
ン
・
テ
ィ
ン
ジ
ン
。

　
　
る
こ
と
が
明
か
な
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
ニ
ャ
ン
・
テ
ィ
ン
ゲ
ン
ジ
ン
　
　
　
o
げ
9
。
び
無
己
犀
旨
百
o
旨
℃
o
ヨ
9
。
昌
o
ゴ
巴
醒
8
”
o
o
げ
o
嘗
量

　
　
目
書
珪
9
且
旨
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
ニ
ャ
　
9
ω
藍
曾
聾
一
潤
＼
ぴ
・
。
5
血
①
算
9
骨
ゴ
①
づ
や
2
・
。
・
。
け
。
・
、
ω
｝

　
　
冴
は
そ
の
出
身
の
族
名
で
あ
る
。
興
味
あ
る
の
は
攻
の
句
で
あ
る
　
　
　
や
曽
＼
び
9
。
昌
q
①
げ
欝
昌
犀
9
《
o
昌
雷
旨
＼
び
9
・
昌
α
o
ヨ
矯
巴
齢
ま
　
認

　
　
i
団
ﾒ
箪
お
α
b
。
》
，
嶺
H
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃
ω
闘
旨
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
一

　
　
　
ワ
ン
デ
゜
テ
ィ
ン
ゲ
ン
ジ
ン
こ
そ
は
、
初
め
よ
り
絡
り
ま
で
親
愛
　
　
右
の
テ
ィ
ン
ジ
ン
が
テ
ィ
ン
ゲ
ン
ジ
ン
の
略
で
あ
る
こ
と
は
疑
な
い

　
　
　
の
情
を
も
ち
て
我
幼
少
の
頃
よ
り
政
を
と
る
に
至
る
ま
で
父
母
の
・
　
で
あ
ろ
う
。
・
而
し
て
こ
の
丈
に
績
い
て
「
國
家
の
大
臣
の
大
命
に
從

　
　
　
位
置
に
て
行
動
せ
り
。
善
を
な
す
こ
と
を
心
よ
り
望
み
、
眞
實
の
　
　
え
る
も
の
」
と
し
て
大
論
以
下
の
人
名
が
墨
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

　
　
　
伯
父
の
位
置
に
て
行
動
し
我
を
育
て
た
り
。
父
子
、
兄
弟
、
母
子
、
　
順
序
よ
り
見
る
と
テ
ィ
ン
ゲ
ン
ジ
ン
の
位
置
は
臣
下
と
し
て
は
最
高

　
　
　
上
下
の
ご
と
く
心
よ
ろ
こ
び
和
合
し
て
結
ば
れ
た
り
。
す
ぺ
て
に
　
　
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
テ
ィ
ン
ゲ
ン
ジ
ン

　
　
　
善
き
忠
言
を
奏
し
、
公
務
を
な
す
に
當
り
て
は
絶
え
す
効
果
を
あ
　
　
に
關
し
て
佛
教
史
類
が
記
載
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
リ
チ
ャ
ー

　
　
　
げ
、
憐
慰
の
情
は
深
か
り
き
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ソ
ン
氏
が
種
々
な
槍
討
を
行
っ
て
い
る
の
で
こ
れ
に
加
え
る
必
要

　
　
こ
れ
に
よ
る
と
チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
の
幼
少
の
頃
よ
リ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
ジ
　
　
は
な
い
と
思
う
。
し
か
し
そ
の
う
ち
記
載
を
豫
想
さ
れ
る
プ
ト
ン
に



　
　
ぱ
彼
に
關
す
る
記
事
は
實
は
全
く
な
い
こ
と
を
注
意
し
て
お
き
た
い
。
　
ン
テ
ン
と
い
う
人
物
が
お
り
、
年
代
的
に
見
て
先
す
同
一
人
と
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
誤
あ
る
ま
い
。
何
と
な
れ
ば
チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
の
時
代
は
八
〇
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
八
一
五
年
で
あ
り
、
次
王
チ
ツ
ク
デ
ツ
ェ
ン
の
第
八
年
（
八
二
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
次
に
長
慶
の
唐
蕃
會
盟
に
司
祭
の
役
割
を
果
し
た
鉢
禦
蓮
に
つ
い
　
　
に
會
盟
は
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
営
ペ
ル
チ
ン
ボ
と
い
う

　
．
て
述
ぺ
よ
う
。
こ
れ
に
關
し
て
は
嘗
て
少
し
く
鰯
れ
た
こ
と
も
あ
る
　
　
名
構
が
カ
ル
チ
ュ
ン
詔
勅
に
は
見
え
な
い
が
こ
れ
は
稻
號
と
し
て
用

　
　
　
　
物

　
　
の
で
今
多
く
は
述
ぺ
な
い
が
、
名
稻
の
問
題
そ
の
他
に
つ
い
て
若
干
　
　
い
ら
れ
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。
冊
府
元
範
外
臣
部
盟
誓
に
は
、

　
　
加
え
て
お
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
國
政
蕃
信
號
鉢
禦
蓮
。

　
　
　
唐
蕃
會
盟
碑
の
吐
蕃
側
の
官
吏
名
を
記
し
た
部
分
に
最
初
に
出
て
　
　
と
し
て
構
號
の
ご
と
く
と
り
扱
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ラ
ウ
フ
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
く
る
の
は
次
の
名
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
i
は
鉢
禦
適
を
α
び
9
骨
魯
o
昌
娼
o
と
見
、
ペ
リ
オ
は
8
9
。
一
6
げ
o
ロ
　
聯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
大
命
に
從
い
て
内
外
：
…
・
を
支
配
し
國
家
を
総
理
す
る
…
…
大
櫓
　
　
b
o
で
あ
ろ
う
と
し
た
が
ペ
リ
オ
論
が
當
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
6
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

　
　
　
侶
ペ
ル
チ
ン
ボ
・
ユ
ン
テ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遺
憾
な
が
ら
會
盟
碑
の
こ
の
所
は
音
課
さ
れ
て
い
る
は
す
の
漢
字
の

　
　
　
＼
＼
び
犀
9
骨
o
ず
⑦
旨
噂
o
貯
σ
q
8
α
q
ω
け
o
b
げ
覧
謬
”
静
…
…
ω
訂
α
び
”
ひ
　
　
部
分
が
全
く
磨
滅
し
て
い
る
た
め
、
明
確
に
決
定
で
き
な
い
の
で
あ

　
　
　
ω
臣
路
o
げ
9
び
ω
円
達
¢
α
ω
ぎ
…
・
：
び
鋤
旨
α
O
o
げ
⑦
旨
O
o
α
や
9
0
一
　
　
る
。
ラ
ン
カ
の
名
構
に
つ
い
て
は
前
に
述
べ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
　
、
6
げ
①
5
娼
o
矯
o
づ
欝
ロ
＼
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
乃
至
は
族
名
と
考
え
て
誤
な
い
も
の
で
あ
秘
。

　
　
　
…
…
…
ロ
ロ
政
同
亭
章
事
沙
〔
門
〕
…
…
…
　
　
　
、
獅
　
　
さ
て
プ
ト
ン
を
見
る
と
レ
ー
パ
チ
ェ
ン
（
H
チ
ッ
ク
デ
ツ
ェ
ン
）

　
　
　
新
唐
書
吐
蕃
傳
下
に
出
て
く
る
鉢
禦
蓮
及
び
冊
府
元
覇
外
臣
部
盟
　
　
の
事
蹟
と
し
て
（
H
Q
。
O
び
）
、

　
　
誓
、
奮
唐
書
吐
蕃
傳
下
に
見
え
る
鉢
閣
布
が
こ
れ
を
指
す
こ
と
は
明
　
　
　
出
家
に
政
権
を
捧
げ
た
る
に
よ
り
、
大
臣
の
ボ
ン
…
教
を
好
む
も
の

　
　
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
前
掲
の
カ
ル
チ
ュ
ン
詔
勅
か
ら
の
引
用
文
を
　
、
　
は
怒
り
て
戒
法
を
壌
た
ん
こ
と
を
ひ
そ
か
に
定
め
た
り
。

ヨ

4
1
@
見
る
と
テ
ィ
ン
ゲ
ン
ジ
ン
の
上
位
に
や
は
り
ワ
ン
デ
・
ラ
ン
カ
・
ユ
　
　
と
あ
る
が
、
政
権
を
與
え
ら
れ
た
出
家
と
い
う
の
は
恐
ら
く
ユ
ン
テ



価
　
　
ン
或
は
そ
の
一
派
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
つ
壁
い
て
（
H
ω
O
び
）
、
　
楊
同
國
は
羊
同
國
と
も
書
か
れ
西
チ
ベ
ッ
ト
に
當
て
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
王
妃
ゲ
ン
ツ
ル
マ
壁
ひ
房
犀
巳
ヨ
9
と
大
ワ
ン
デ
ペ
ル
ギ
ユ
ン
　
　
西
チ
ベ
ッ
ト
に
は
既
に
佛
法
は
入
っ
て
い
た
わ
け
で
慧
超
も
從
っ
て

　
　
　
テ
ン
ぴ
9
。
昌
α
0
9
①
旨
O
o
＆
9
。
一
α
q
覧
団
o
昌
け
き
と
は
姦
通
し
た
　
　
こ
の
程
度
吐
蕃
領
城
に
佛
教
が
入
っ
て
い
た
こ
と
を
認
め
て
い
た
の

　
　
　
り
と
の
噂
ひ
ろ
ま
り
、
大
ワ
ン
デ
は
殺
さ
れ
て
王
妃
は
自
殺
せ
ゆ
。
　
で
あ
る
。
彼
の
言
う
吐
蕃
は
吐
蕃
本
地
で
あ
り
、
申
央
チ
ベ
ッ
ト
に

　
　
と
あ
る
が
、
こ
れ
が
プ
ト
ン
の
ユ
ン
テ
ン
に
關
す
る
、
而
し
て
政
治
　
　
當
る
こ
と
は
自
ら
明
か
で
あ
る
が
、
こ
蕊
に
佛
教
が
行
わ
れ
て
い
た

　
　
に
参
與
せ
る
曾
侶
に
つ
い
て
の
唯
一
の
記
録
で
あ
る
。
プ
ト
ン
の
み
　
　
こ
と
は
流
石
の
彼
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
北
天
竺
か
ら
吐

　
　
で
な
く
そ
の
他
の
佛
教
史
類
も
ほ
寮
同
様
政
曾
に
關
す
る
記
事
は
存
　
　
蕃
本
地
ま
で
は
地
勢
的
に
人
種
的
に
重
麿
性
が
存
在
し
て
お
り
、
眞

　
　
在
し
な
い
の
で
、
シ
ャ
イ
ラ
カ
ン
碑
丈
、
カ
ル
チ
ェ
ン
詔
勅
、
唐
蕃
　
　
實
を
知
り
得
る
の
に
は
甚
だ
困
難
が
俘
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
な
け

　
　
會
盟
碑
の
よ
う
な
同
時
代
的
史
料
は
こ
瓦
で
も
重
要
な
事
實
を
明
か
　
　
れ
ば
な
ら
な
い
。
結
局
こ
の
記
述
は
慧
超
の
認
識
不
足
に
基
く
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

　
　
に
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
考
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
．
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
と
こ
ろ
で
以
上
の
事
實
を
認
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、
本
論
の
は
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
め
に
引
用
し
た
慧
超
簗
勃
律
図
楊
同
図
娑
播
慈
國
の
條
に
「
吐
　
　
　
る

　
　
蕃
に
は
総
じ
て
寺
舎
は
な
く
佛
法
を
知
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
如
何
　
　
　
以
上
縷
々
ど
し
て
寺
院
な
ら
び
に
政
曾
の
存
在
を
具
艦
的
に
新
出

　
　
に
解
繹
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
そ
⑭
前
交
を
充
分
　
　
史
料
に
よ
っ
て
述
．
べ
て
き
た
が
結
論
は
簡
軍
で
あ
る
。

　
　
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
從
來
チ
ベ
・
ト
に
は
チ
望
ジ
ュ
ン
の
名
に
よ
っ
て
一
括
し
得
る

　
　
　
此
三
國
拉
属
吐
蕃
所
管
、
衣
著
言
音
人
風
拉
別
…
…
地
狡
少
、
山
　
　
佛
教
史
類
が
若
干
存
在
し
た
。
多
く
は
後
世
の
著
作
で
同
時
代
的
史

　
　
　
川
極
瞼
、
亦
有
寺
有
僧
、
敬
信
三
寳
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料
と
合
致
し
な
い
不
正
確
さ
が
あ
り
、
そ
の
意
味
で
史
料
的
贋
値
は

　
　
こ
れ
ら
三
國
は
當
時
吐
蕃
に
役
属
せ
ら
れ
で
い
な
が
ら
既
に
寺
院
、
　
　
疑
わ
れ
て
き
た
。
特
に
佛
教
に
關
す
る
記
載
は
宗
教
文
献
の
そ
れ
に

　
　
佛
法
は
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
大
勃
律
國
は
国
巴
鼠
馨
き
で
あ
り
、
　
　
共
通
す
る
性
格
と
し
で
加
上
的
な
傳
承
の
集
成
と
見
な
さ
れ
る
傾
向



　
　
　
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
今
や
そ
れ
ら
は
右
に
述
べ
た
部
分
的
な
誼
明
　
　
　
②
幻
。
爵
げ
葺
目
ゲ
。
＝
♂
°
h
切
q
α
爵
P
ピ
゜
a
o
戸
目
G
。
°
。
臼
の
う
ち
の

　
　
　
に
よ
っ
て
そ
の
歴
史
的
眞
實
性
が
明
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
と
　
　
　
　
9
①
”
．
≦
一
・
6
げ
①
国
9
触
落
霞
ω
け
。
場
団
。
h
切
。
自
，
団
β
ヌ
目
げ
9
）
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
切
ロ
ω
冨
斜
　
↓
冨
国
鍵
落
霞
ω
8
黛
o
h
曵
び
Φ
け
゜
津
o
ヨ
　
O
毎
器
゜
。
o

　
　
よ
り
一
班
を
以
て
全
豹
を
推
す
こ
と
は
愼
む
べ
き
こ
と
瓦
し
な
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
o
q
村
o
O
の
、
匂
㌍
ρ
μ
Q
o
Q
Q
ρ
b
°
恥
Q
◎
α
゜

　
　
ぱ
な
ら
な
い
。
し
か
し
兎
に
角
チ
ベ
ッ
ト
傳
來
の
佛
教
史
類
は
物
語
　
　
　
④
拙
稿
「
西
藏
文
献
の
史
料
的
償
値
」
下
・
東
洋
史
研
究
第
十
一
巷
二
號
・

　
　
　
で
は
な
く
、
｝
個
の
信
頼
す
ぺ
き
歴
史
的
事
實
の
記
録
で
あ
る
こ
と
　
　
　
六
〇
頁
。

　
　
　
が
明
瞭
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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。
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The Sonrces on T'u-fan (Il±~) Buddhism

Hisashi Salo

The Chos l<}byuIi or the history of Tibetan Buddhism still consti·

tute principal sources for the study of T'u·fan Buddhism, but they

often disagree with more reliable Chinese sources, which, to our great

'-2-



regret, are not rich on the history of Buddhism. Accordingly, the
reliability of the chos l)byuti has been much in question. Recently, as

the result of comparative study of the chos ~byuti with those inscrip

tions as well as the Tun-hang (~tJ1) documents brought to light by
G. Tucci, H.E. Richardson, J. Bacot and F.W. Thomas. Bu-ston's chos
~byuti and .the Deb· gter stion po seem to be accepted not only as

religious but historical records. The stories of the origins of monas
teries and of their political influence, which are told in those T'u-fan

materials, bear witness to their historical actuality..
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